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　今年で47回目を迎える桐華祭が10月26日
（土）・27日（日）に開催されます。当日は研究
発表・展示、ダンス発表、模擬店を実施。２
日目には、ハイキングウォーキング、ジャング
ルポケット、ジューシーズが出演する「お笑い
ミニライブ」、桐谷健太さんが出演する「トー
クショー」が開催されます。学生はもちろん、
家族連れまで老若男女が楽しめる学園祭
に、皆様是非お越しください。
（写真は昨年第46回開催時の様子）

＊『新座キャンパスだより』へのご意見・ご要望は、kohoka@jumonji-u.ac.jpまで。
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　1カ月半に及ぶ夏休み、みなさんはどのようにお過
ごしになったでしょうか。学生編集局として、仕上がっ
てきた初稿に目を通し、自分の知らないところで活躍
している学生のことを知りました。
　十文字学園女子大学・短期大学部は中規模な組
織ながらも、さまざまな活動がたくさん集まり、ダイナミッ

クに展開されている醍醐味を感じています。
　おそらく次号では桐華祭の様子が誌面を彩ることで
しょう。学生たちが本学最大のイベントに打ち込む姿
をお届けするのが今から楽しみです。
　乞うご期待！

（高根 利佳：編集長）

修学支援のための寄附のお願い

　本学では、経済的理由により修学困難な学生に対する支援として、授業料免除に加
えて学内奨学金の制度を活用しておりましたが、これまで主に卒業生、保護者、教職員
の寄附で運営されていた学内奨学金をさらに進化させ、広く地域社会や企業等の皆様
からも御支援を賜りたく、学生の奨学資金を主たる目的とした寄附金を募るために新たに
「十文字奨学金」を設立することにいたしました。
　新しい「十文字奨学金」は本学の学生のうち、学業及び人物が優れており、かつ、経
済的な理由により修学が困難である者を対象としています。奨学金の給付額は、１人に
ついて５０万円とし、返還義務はありません。
　今後も我々は学生支援のための一層の努力を行なってまいる所存でありますが、さら
に充実した学生支援体制構築に向けまして、趣旨を踏まえ、何卒皆様の温かいご寄附
を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

※十文字学園女子大学・同短期大学部へのご寄附は、税法上の優遇措置が受けられます。
　詳しくはHP上にて説明をしておりますが、ご不明な点は本学寄附係までご連絡ください。
　http://www.jumonji-u.ac.jp/（十文字学園女子大学・同短期大学部HP）

学校法人十文字学園 理事長　十文字一夫
十文字学園女子大学・同短期大学部 学　長　横須賀　薫

保護者会 in 浦和のご案内
　保護者の皆様から本学の教育や学生の自主活動への指導
など全般についてのご要望を聴き、また現在本学が目指してい
る改革への理解を進め、併せて本年度の就職状況をご報告す
ることを目的とした「保護者会 in 浦和」を開催します。多数の
保護者の方のご出席をお待ちしています。

❶日　　時
平成25年11月9日（土）　14:00～15:30
❷場　　所
浦和ロイヤルパインズホテル　4階　ロイヤルプリンセス
〒330-0062　さいたま市浦和区仲町2-5-1
交通　ＪＲ浦和駅西口から徒歩7分
❸申し込み
10月30日（水）までに、学生生活課にお電話（048-260-
7735（直通））で、学生氏名、学籍番号、保護者氏名をご連
絡ください。

第47回
桐華祭開催

十文字学園女子大学・同短期大学部

今年も楽しいイベントなど盛りだくさん！！

ダンス
発表

26日（土）11:30～
無料
観覧自由

お笑い
ミニライブ/
トークショー

問い合わせ

27日（日）12:30開場、13:30開
演、チケットはチケットぴあにて
お買い求めください
（1200円、当日券なし）

●チケット：実行委員会イベント局：090・6048・1702（平日・土 12時～17時）
●学園祭：学生生活課：048・260・7735
※車でのご来場はご遠慮ください。

The Jumonji Press_No42_Hyo0104.indd   すべてのページ 13/10/07   20:24



� The Jumonji Press No.42 The Jumonji Press No.42 �

ハワイ大学と十文字学園 が相互交流協定に調印

　

十
文
字
一
夫
理
事
長
を
団
長
と
す
る
ハ
ワ

イ
大
学
訪
問
団
は
、
８
月
13
日
、
ハ
ワ
イ
大

学
マ
ノ
ア
校
と
十
文
字
学
園
女
子
大
学
の
ホ

ア
キ
パ
奨
学
金
プ
ロ
グ
ラ
ム
協
定
に
調
印
し

た
。今
後
、学
生
の
留
学
や
教
職
員
の
研
修
先

と
し
て
学
術
的
・
文
化
的
交
流
の
具
体
化
を

図
っ
て
い
く
。

　

調
印
式
は
、
同
校
の
記
念
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
た
。ハ
ワ
イ
大
学
側
は
、ト
ム
・
ア
ッ
プ
ル

学
長
、
ダ
レ
ル
・
キ
ッ
カ
ー
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
長
、
サ
ラ
・
オ
テ
ィ
ス
同
主
任
が
出
席
。

十
文
字
学
園
側
は
、十
文
字
理
事
長
、横
須
賀

薫
学
長
ら
一
行
７
名
と
、
ハ
ワ
イ
サ
ッ
カ
ー

協
会
関
係
者
等
が
臨
ん
だ
。

　

冒
頭
、
ア
ッ
プ
ル
学
長
は
、「
こ
れ
か
ら
さ

ら
に
関
係
が
深
ま
る
こ
と
を
強
く
望
ん
で
い

る
。学
生
や
教
職
員
の
皆
さ
ん
に
早
く
ハ
ワ

イ
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
英
語
ス
タ
デ
ィ
の

力
に
な
り
た
い
」と
期
待
を
語
っ
た
。十
文
字

理
事
長
は
、「
今
後
学
生
の
留
学
だ
け
で
な
く

教
職
員
の
研
修
先
と
し
て
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
た
い
」と
幅
広
い
交
流
を
願
い
、横
須
賀

学
長
は
、「
学
生
に
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
さ
せ

る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、今
回
の
交
流
に
大

変
期
待
し
て
い
る
」と
謝
辞
を
述
べ
た
。

　女子教育のグローバルな進展をめざす十文字学園は、この夏、 世界各国から学生が集まるハワイ州立大学・マノア校との間で、
相互交流協定を結びました。同校は、約２万人の学生が学ぶ米 州立大学屈指の総合大学。学術・教育分野など各方面にわたる
相互交流、女子サッカー部同士のパートナーシップにより、多 彩な交流活動が実現するものと期待されています。

　

十
文
字
学
園
サ
ッ
カ
ー
部（
中
学
・
高
校
・
大

学
：
石
山
隆
之
総
監
督
）と
ハ
ワ
イ
大
学
サ
ッ

カ
ー
部（
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
ナ
ガ
ミ
ネ
コ
ー
チ
）と

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
提
携
の
調
印
式
も
行

わ
れ
た
。ハ
ワ
イ
大
学
サ
ッ
カ
ー
部
は
Ｎ
Ｃ

Ａ
Ａ
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
Ⅰ
に
属
す
る
、
ア
メ
リ

カ
全
土
で
も
有
数
の
女
子
サ
ッ
カ
ー
の
強
豪
。

　

今
後
、十
文
字
学
園
サ
ッ
カ
ー
部
が
ハ
ワ

イ
に
遠
征
し
、
両
国
の
女
子
サ
ッ
カ
ー
の
レ

ベ
ル
向
上
の
た
め
、指
導
者
を
含
め
た
交
流

が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。ま
た
近
い
将

来
に
は
、ハ
ワ
イ
大
学
サ
ッ
カ
ー
部
の
来
日

も
実
現
さ
せ
る
方
向
で
話
し
合
い
を
進
め
て

い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ハ
ワ
イ
サ
ッ
カ
ー
協
会
主
催
の「
ハ

ワ
イ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ
ッ

プ
」は
、
こ
れ
ま
で
ア
メ
リ
カ
本

土
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
と
カ
ナ
ダ

か
ら
高
校
女
子
サ
ッ
カ
ー
チ
ー

ム
を
招
待
し
て
親
善
交
流
試
合

を
行
っ
て
き
た
。
第
９
回
大
会
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、日
本
か
ら
高
校
女

子
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
を
招
待
で
き
な
い
か

と
の
話
が
あ
り
、２
０
１
３
年
３
月
、全
国
の

高
校
女
子
サ
ッ
カ
ー
を
牽
引
す
る
十
文
字
高

　

ま
た
席
上
、今
後
の
本
格
的
交
流
の
た
め

両
校
の
協
議
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
確
約
さ

れ
た
。

校
サ
ッ
カ
ー
部
が
招
か
れ
た（
同
大
会
で
十

文
字
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
は
優
勝
）。

　

こ
れ
に
先
立
つ
１
月
末
、ハ
ワ
イ
サ
ッ
カ
ー

協
会
会
長
か
ら
の
親
書
を
携
え
、セ
ル
ジ
オ
・

ボ
リ
オ
リ
副
会
長
ら
４
名
が
本
学
園
に
来
校
。

正
式
に
今
回
の
女
子
国
際
親
善
交
流
試
合
へ

の
参
加
要
望
、及
び
ハ
ワ
イ
大
学
女
子
サ
ッ

カ
ー
部
と
の
提
携
、ま
た
今
後
の
ハ
ワ
イ
大

学
と
の
包
括
的
提
携
の
提
案
が
な
さ
れ
た
。

名
門
校
と
の
協
定
で

学
生
・
教
職
員
の
交
流
に
大
き
な
期
待

ト
ム
・
ア
ッ
プ
ル
学
長
と

十
文
字
理
事
長
・
横
須
賀
学
長
が
調
印

強
豪
・
ハ
ワ
イ
大
学
女
子
サ
ッ
カ
ー
部

と
も
調
印

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
締
結
の
経
緯

　アメリカ女子サッカーは世界一の実
力を誇り、女子サッカーの普及度もアメリ

カが世界一。われわれ日本サッカーが目標と
する国です。そのアメリカサッカーとの交流は、
十文字学園だけにとどまることなく日本女子
サッカーにも有意義なことです。
　ハワイ大学サッカー部とのパートナーシッ
プ提携を通して多くの事を吸収させてい

ただき、また日本の女子サッカー、十
文字女子サッカーのよい面を多

く伝えていこうと思います。

石山隆之
サッカー部総監督

ハワイ州立大学マノア校
　アメリカ合衆国ハワイ州オアフ島ホノルル市内近郊にあるハワイ州最大の
大学。世界約 80ヵ国、アメリカ全 50 州から、約 2 万人の学生が学んでいる。
うち、留学生は約 2000 人、日本人留学生は約 500 人。観光・サービス
関連学部、海洋学部に代表される自然科学、外国語の分野などは世界的に
評価されている。
　ワイキキビーチとマノア峡谷からも近く、海と山のアウトドアと都会の雰
囲気の両方を満喫できる環境にあり、広大なキャンパスには、ハワイ特有の
花木が育つ自然豊かなエリアとなっている。 

ハワイ州立大学
女子サッカーチーム
　アメリカの大学リーグ (NCAA) の 1 部
に属しており、ビッグ・ウエスト (BigWest)
でリーグ戦を戦っている。女子アメリカ代
表フォワードのナターシャ・カイも学生時
代はハワイ大でプレーしており、毎年注目
を集めるチーム。ホームコートはワイピオ・
サッカー・コンプレックスで最大 4000 人
以上を収容できる。

1
特 報
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2
特 報

本学が故郷涌谷町と「相互友好協力協定」東京ガス（FC東京）との繋がりで小学女児サッカー教室が開講 十
文
字
大
元
氏
の
「
２
つ
の
縁
」

　

十
文
字
学
園
女
子
大
学
と
宮
城
県
の
涌
谷
町
は
平
成
25
年
4
月
26
日
、
涌
谷
町
役
場
で
、

相
互
の
発
展
の
た
め
に
福
祉
、
教
育
、
文
化
、
産
業
、
環
境
等
の
分
野
で
協
力
し
合
う
「
相

互
友
好
協
力
協
定
」
を
結
ん
だ
。
学
園
創
立
者
十
文
字
こ
と
氏
の
女
子
教
育
に
懸
け
る
情
熱

を
深
く
理
解
し
財
政
的
支
援
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
夫
の
十
文
字
大
元
氏
の
故
郷
が
涌
谷
町
で

あ
っ
た
「
縁
」
が
、
埼
玉
県
新
座
市
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
置
く
本
学
と
涌
谷
町
を
結
び
付
け
た
。

　

連
休
明
け
に
は
、
大
元
氏
が
生
前
、
心
血
を
注
い
だ
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
の
上
場
企
業
・
金
門

　

6
月
6
日
夕
、
十
文
字
中
学
・
高

等
学
校
で
行
わ
れ
た
十
文
字
学
園
と

F
C
東
京
共
催
の「
大
塚
十
文
字
ス

ク
ー
ル
」を
取
材
し
、指
導
の
中
心
と

な
っ
て
い
る
川
村
元
雄
F
C
東
京
普

及
部
コ
ー
チ
か
ら
話
を
聞
い
た
。

　

十
文
字
中
学
・
高
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

は
人
工
芝
に
な
っ
て
お
り
、夜
間
に
も

対
応
で
き
る
ナ
イ
タ
ー
設
備
が
あ
る
。

隣
で
は
全
国
上
位
ク
ラ
ス
の
強
豪
十

文
字
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
の
練
習
が
行
わ

れ
、新
ス
ク
ー
ル
に
通
う
小
学
生
の「
な

で
し
こ
」の
夢
を
盛
り
上
げ
て
い
る
。

　

現
在
在
籍
し
て
い
る
の
は
小
学
4

～
6
年
生
の
12
人
で
、
体
験
入
部
中

の
3
人
を
含
め
合
計
15
人
。4
チ
ー
ム

に
分
か
れ
午
後
6
時
半
か
ら
8
時
ま

で
練
習
が
続
い
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
半
分
に
分
け
対
戦
。

み
ん
な
で
パ
ス
を
回
し
必
ず
み
ん
な

に
ボ
ー
ル
が
回
っ
て
く
る
よ
う
に
す

る
。そ
し
て
、さ
ら
に
速
く
ボ
ー
ル
を

回
し
3
秒
以
内
に
次
の
人
に
回
す
。

　

こ
れ
が
戦
い
の
セ
オ
リ
ー
で
あ
り
、

コ
ー
チ
の
川
村
さ
ん
は
な
ぜ
そ
こ
に

蹴
っ
た
の
か
、ま
た
ボ
ー
ル
を
持
っ
た

後
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
の
か

を
、細
か
く
指
導
し
た
。

　

川
村
さ
ん
は「
上
手
く
出
来
な
か
っ

た
選
手
を
責
め
る
よ
う
な
こ
と
は
し

な
い
と
い
う
マ
ナ
ー
は
身
に
つ
い
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
た
と
え
失
敗
し

て
も
一
生
懸
命
や
っ
た
こ
と
を
周
り

の
選
手
が
認
め
て
あ
げ
る
選
手
づ
く

り
、チ
ー
ム
づ
く
り
を
し
た
い
」と
話

し
た
。サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
み
な
が
ら
強

く
な
り
、
女
性
と
し
て
成
長
し
て
も

ら
い
た
い
ス
ク
ー
ル
の
願
い
が
そ
こ

に
あ
っ
た
。

　

練
習
の
合
間
、
こ
の
6
月
に
十
文

字
学
園
女
子
大
学
副
学
長
か
ら
十
文

字
中
・
高
の
校
長
に
就
任
し
た
橋
本
ヒ

ロ
子
先
生
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
顔
を
見

せ
た
。「
き
び
き
び
し
た
中
高
生
の
練

習
を
真
横
で
見
な
が
ら
隣
で
練
習
し

て
い
る
ス
ク
ー
ル
の
小
学
生
は﹃
自
分

も
あ
の
よ
う
に
な
り
た
い
﹄と
志
し
、

練
習
に
や
る
気
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ

れ
に
よ
っ
て
チ
ー
ム
に
一
体
感
が
生

ま
れ
、礼
儀
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
も
身
に
つ
く
で
し
ょ
う
」

と
、女
子
サ
ッ
カ
ー
を
通
し
た

小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
・
大

学
生
の
一
貫
し
た
人
間
教
育

の
将
来
に
期
待
を
寄
せ
た
。

 （
山
口
彩
奈
、杉
田
恵
里
記
者
）

　

涌
谷
町
で
行
わ
れ
た
調
印
式
に
は
、

十
文
字
一
夫
理
事
長
、
横
須
賀
薫
学

長
、
町
側
か
ら
安
部
周
治
町
長
ら
が

出
席
。本
学
と
し
て
、特
待
生
の
受
け

入
れ
等
の
具
体
的
な
協
力
姿
勢
を
伝

え
、
町
が
力
を
入
れ
て
い
る
福
祉
面

で
の
交
流
等
に
期
待
を
寄
せ
た
。

　

協
定
を
結
ぶ
き
っ
か
け
は
、十
文
字

理
事
長
が
町
内
の
見
龍
寺
に
あ
る
大

元
氏
の
お
墓
を
訪
れ
た
こ
と
か
ら
始

ま
る
。久
し
ぶ
り
に
訪
れ
る
と
、お
墓

は
有
志
の
方
々
に
よ
っ
て
き
れ
い
に

清
掃
さ
れ
管
理
し
て
あ
っ
た
。十
文
字

理
事
長
は
涌
谷
町
の
人
々
の
心
遣
い

に
感
動
。「
自
分
の
ル
ー
ツ
を
見
極
め

て
、
涌
谷
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は

な
い
か
」と
考
え
、協
定
が
実
現
し
た
。

　

4
月
下
旬
、
関
東
は
新
緑
も
深
ま

る
時
期
に
な
っ
た
が
、涌
谷
町
は
桜
が

満
開
だ
っ
た
。調
印
式
は
和
や
か
に
行

わ
れ
、そ
の
後
の
記
者
会
見
で
は
、十

文
字
理
事
長
の
涌
谷
町
に
対
す
る
想

い
が
語
ら
れ
た
。

　

横
須
賀
学
長
は
、今
後
、涌
谷
町
が

推
薦
す
る
学
生
一
人
を
特
待
生
と
し

て
大
学
に
受
け
入
れ
る
目
録
を
涌
谷

町
へ
手
渡
し
た
。こ
れ
を
受
け
て
、安

部
町
長
は
、
福
祉
や
農
業
分
野
で
学

生
と
町
の
交
流
も
し
て
い
き
た
い
と

述
べ
た
。
涌
谷
町
と
協
定
が
結
ば
れ

た
こ
と
で
、
十
文
字
学
園
女
子
大
学

の
学
生
に
と
っ
て
、実
践
的
な
農
業
体

験
や
、福
祉
関
係
へ
の
貢
献
な
ど
、学

び
の
幅
が
広
が
る
で
あ
ろ
う
。

　

協
定
調
印
後
、
涌
谷
町
町
民
医
療

福
祉
セ
ン
タ
ー
研
修
ホ
ー
ル
で
、
横

須
賀
学
長
が「
大
学
の
賢
い
活
用
法
」

に
つ
い
て
記
念
講
演
。
大
学
の
歴
史

を
振
り
返
り
、
現
在
の
大
学
が
ど
の

よ
う
な
教
育
を
行
っ
て
い
る
の
か
を

語
っ
た
。
十
文
字
学
園
女
子
大
学
の

学
び
の
姿
を
涌
谷
町
の
方
々
に
知
っ

て
も
ら
い
、
今
後
、
相
互
に
活
用
し

て
い
く
方
法
を
練
る
大
切
な
機
会
と

な
っ
た
。

　

調
印
式
か
ら
3
週
間
後
の
5
月
17

日
、安
部
町
長
ら
は
新
座
キ
ャ
ン
パ
ス

を
表
敬
訪
問
。十
文
字
大
元
、こ
と
両

氏
の
銅
像
横
で
十
文
字
理
事
長
と
記

念
植
樹
を
行
い
、
今
後
の
連
携
に
つ

い
て
意
見
を
交
わ
し
た
。

学
園
創
立
者
・
十
文
字
こ
と
氏
を
支
え
た

製
作
所
と
ビ
ジ
ネ
ス
面
で
「
縁
」
が
深
か
っ
た
東
京
ガ
ス
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
「
F
C
東
京
」

と
高
校
サ
ッ
カ
ー
の
強
豪
「
十
文
字
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
」
が
連
携
し
て
、将
来
の
「
な
で
し
こ
」

を
育
て
る
た
め
に
、小
学
校
高
学
年
女
子
を
対
象
に
し
た
「
サ
ッ
カ
ー
教
室
」
が
開
講
。
十
文

字
一
夫
理
事
長
は
十
文
字
中
・
高
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
東
京
・
巣
鴨
）
の
無
償
使
用
に
快
く
応
じ
た
。

　

大
元
氏
に
ま
つ
わ
る
「
2
つ
の
縁
」
は
、
創
立
90
周
年
を
越
え
た
ば
か
り
の
十
文
字
学
園

の
一
層
の
飛
躍
と
地
域
貢
献
を
後
押
し
す
る
バ
ネ
と
な
っ
た
。 

 

（
大
嶋
理
恵
記
者
）

平
成
の
地
域
貢
献
に
結
実

　一般社団法人十文字スポーツクラブは、地
域に根付いたスポーツクラブの運営を行い、
スポーツを通して少年少女及び青少年の健全

な育成や地域住民の皆様の健康の増進に貢献することを目的として
活動しています。
　その十文字スポーツクラブが、新規事業としてジュニアサッカーアカ
デミー（毎週月曜日の 17:30 － 19:00）を女子の選手を対象に開講

新座キャンパスでの
小学生サッカースクール開講

　十文字学園女子大学サッカー部に本年度より、十文字高校サッカー
部を全国レベルに育て上げた石山隆之監督が就任した。新たな風に
エンジン全開で練習を重ねるサッカー部に話を聞いた。
　石山監督の就任後について関谷衣未部長（児童教育学科 3 年）と
藤井沙耶キャプテン（食物栄養学科 3 年）は、「練習への意気込み
が変わった。和気あいあいとした雰囲気はそのままに、さらに上を目
指すようになった」と語る。サッカー部は「やらされるのではなく、自

大学サッカー部
3部リーグ4戦全勝で首位（関東女子）

相
互
を
高
め
る
地
域
と
の
輪

横
須
賀
学
長
が
講
演

新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も

記
念
植
樹

失
敗
し
て
も
選
手
を
責
め

な
い
。マ
ナ
ー
を
大
切
に
チ
ー

ム
づ
く
り

らがやる」をモットーに主体性を
大事にしており、ミーティングは学
生だけで行っているという。
　目標は 2020 年までに『大学日
本一』になること。そのために今
は目の前の関東大学女子サッカー
リーグ 2 部昇格へ向けて、新監督・
新コーチのもと意識の高い練習に励んでいる。
2013 年 9 月末現在、十文字学園女子大学は、3 部リーグ 4 戦全勝
＆無失点で首位。上位 2 チームが 2 部リーグ昇格のチャンスがある。
 （熊㟢詩央里、沖田有似記者）

いたしました。十文字サッカー部アカデミーマスターの柴山桂（Ｂ級
ライセンス）が、楽しくサッカーを教えスポーツ活動を通して子ども達
の健全な成長の手助けを行っています。現在のクラブ員は 13 名。和
光ベレーザなどの地元チームに所属しながら、それぞれスキルアップ
を図りつつ『個の成長』をめざして現在練習に励んでいます。
　魅力ある女子の選手を育成すること、基本技術や個人戦術の習得
を目指し、さらには普段は男子のチームに属しているが、女子のチー
ムの中でプレーしたい選手や、中学校への進学後でも女子サッカーを
継続していき、将来プロサッカーのトップ選手を目指したい選手たち
が魅力を感じるアカデミーにしていこうと考え、活動しています。
 （十文字スポーツクラブより）

十文字中・高サッカー部［巣鴨］

大塚十文字スクールの小学生［巣鴨］大学サッカー部［新座］ 調印式の様子 記念植樹

山口、杉田記者の
取材を受ける橋本校長（右）
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平
成
12
年
よ
り
、
将
来
の「
な
で
し
こ
」リ
ー
グ
を
担
う
選
手

育
成
を
後
押
し
し
て
き
た
十
文
字
学
園
。
今
年
で
第
14
回
目

と
な
る
十
文
字
学
園
杯
女
子
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
招
待
大
会

「
2
0
1
3 

J
U
M
O
N
J
I 

C
U
P
」（
主
催
：
十
文
字
学
園
／

十
文
字
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
）が
、8
月
3
日（
土
）・
4
日（
日
）の
両

日
、新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
。

　

開
会
式
に
は
、女
子
サ
ッ
カ
ー
の
健
全
な
普
及
発
展
へ
の
寄
与

を
目
的
と
す
る
大
会
趣
旨
に
賛
同
し
、豊
田
真
由
子
衆
院
議
員
、

須
田
健
治
新
座
市
長
、金
子
廣
志
同
市
教
育
委
員
会
教
育
長
ら
多

く
の
来
賓
が
出
席
。初
参
加
の
新
潟
の
チ
ー
ム
を
含
め
関
東
近
県

か
ら「
十
文
字
カ
ッ
プ
」を
め
ざ
し
て
集
ま
っ
た
、女
子
小
学
生
で

構
成
さ
れ
る
12
チ
ー
ム
の
選
手
た
ち
を
激
励
し
た
。

　

夏
の
日
差
し
の
下
、天
然
芝
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
狭
し
と
繰
り
広

げ
ら
れ
た
熱
戦
は
、3
日
の
予
選
リ
ー
グ
、4
日
の
順
位
別
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
と
も
順
調
に
進
み
、決
勝
に
残
っ
た
戸
木
南
ボ
ン

バ
ー
ズ
F
C（
埼
玉
）が
青
梅
新
町
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ（
東
京
）

を
4
ー
1
で
下
し
て
、昨
年
の
大
会
に
続
き
2
連
覇
を
達
成
し

た
。戸
木
南
の
優
勝
は
通
算
3
度
目
。

　

例
年
同
様
、
大
会
運
営
は
90
名
の
十
文
字
中
学
・
高
等
学
校

サ
ッ
カ
ー
部
員
が
務
め
た
が
、今
回
か
ら
は
大
学
サ
ッ
カ
ー
部
も

サ
ポ
ー
ト
に
加
わ
り
、中
学
・
高
校
・
大
学
が
一
体
と
な
っ
て
の
運

営
が
ス
タ
ー
ト
し
た
記
念
す
べ
き
年
と
も
な
っ
た
。

　

こ
の
2
日
間
の
模
様
は
、テ
レ
ビ
埼
玉
、埼
玉
新
聞
が
番
組
や

記
事
に
取
り
上
げ
る
な
ど
、地
元
メ
デ
ィ
ア
も
注
目
す
る
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
る
。ま
た
今
年
は
新
座
市
の

ゆ
る
キ
ャ
ラ「
ゾ
ウ
キ
リ
ン
」も
登
場
し
、大
会
に
彩
り
を
添
え
た
。

 

（
取
材
・
文
：
山
口
彩
奈
記
者
）

将来のなでしこたちが、縦横無尽に走り、ボールを蹴り、仲間に声をかける̶。
今年も女子小学生たちによる数々の熱いプレーに沸いた「JUMONJI　CUP」。
今後の日本女子サッカーをリードするプレーヤーが、きっとここから誕生することでしょう。

　

8
月
4
日
、第
8
回
十
文
字
学
園
杯
小

学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会（
十
文
字

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
主
催
）を
大
学
体
育
館

に
て
開
催
。S
U
G
U
R
O
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団（
坂
戸
市
）が
大
井
ク
ッ
キ
ー
ズ
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団（
ふ
じ
み
野
市
）を
21
ー

19
、21
ー
11
で
下
し
、栄
冠
を
手
に
し
た
。

　

優
勝
し
た
S
U
G
U
R
O
は
、力
強
い

攻
撃
と
堅
い
守
り
を
武
器
に
、予
選
リ
ー

グ
、順
位
決
定
戦
と
も
に
全
勝
。全
試
合

１
セ
ッ
ト
も
失
わ
な
い
完
全
優
勝
と
い

う
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
。大
会
運
営
に
当

た
っ
た
の
は
、十
文
字
中
学
・
高
等
学
校

バ
レ
ー
部
員
28
名
。運
営
責
任
者
の
関
根

悠
さ
ん（
高
2
）は
、「
緊
張
し
た
が
、し
っ

か
り
務
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。昨

年
よ
り
強
く
な
っ
た
小
学
生
チ
ー
ム
に

感
動
し
ま
し
た
」と
無
事
ホ
ス
ト
役
を
終

え
た
充
実
感
を
味
わ
っ
て
い
た
。

戸木南ボンバーズFCが2連覇
S
U
G
U
R
O︵
坂
戸
︶が
V

十
文
字
学
園
杯
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

埼玉県内から3チーム、東京都内から9チーム計
12チームが参加。日ごろの練習の成果を存分に
発揮した

大人気の新座市のゆるキャラ「ゾウキリン」。熱戦の合間に選手や来場者が取り囲み、「可愛い」を連発していた

表彰式では、十文字一夫理事長が12チームの健闘を称え、
優勝した戸木南の選手に十文字カップを授与

会場設営・受付・アナウンスからライン審判にいたるまで、十文
字中学・高等学校サッカー部員が中心となって、大会を運営

豊田真由子衆院議員、須田健治新座市長、金子廣志同市
教育委員会教育長ら多くの来賓が開会式に出席

❶ SUGUROスポーツ少年団
❷ 大井クッキーズスポーツ少年団
❸ 池袋ジュニアバレーボールクラブ（豊島区）
　 同・板三（板橋区）

・朝霞ジュニアバレーボールクラブ（朝霞市）・
新宿柏木スポーツ少年団（新宿区）・ミラクル
FVC（府中市）・狛江セブン（狛江市）・中島
根ジュニア（足立区）・鶴川ウイングス（町田
市）・みたかオレンジウェーブ（三鷹市）・鹿骨
ジュニアバレーボールクラブ（江戸川区）

その他の出場チーム

大会結果・上位4チーム

❶ 戸木南ボンバーズFC
❷ 青梅新町フットボールクラブ
❸ 千葉フェニックス

・市川フットボールクラブレディース・グランセナ新潟フット
ボールクラブガールズ・北区さくらガールズ・SC和光ベレー
ザ・川越女子ジュニアサッカークラブ・東大宮エンジェル
ス・綾南フットボールクラブガールズ・東加平キッカーズ女
子・高島平サッカークラブ

その他の出場チーム

大会結果・上位3チーム

熱
戦
の
中
で
輝
く

次
代
の
な
で
し
こ
候
補
生
た
ち

3
特 報

｢2013 JUMONJI CUP」開催！
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就職支援2013
若者の就職難が社会問題となる中、毎年、高い就職率
を誇る本学では学生の健闘を支える多彩なサポートを
展開しています

受け入れ先

人間生活学部
生活情報学科
3 年　小林 優美

　

5
月
18
日（
土
）、本
学
記
念
ホ
ー
ル

に
て「
保
護
者
向
け
就
職
セ
ミ
ナ
ー
」

が
開
催
さ
れ
た
。本
セ
ミ
ナ
ー
は
平
成

22
年
か
ら
開
催
さ
れ
、既
に
4
回
を
数

え
る
が
、
本
年
も
昨
年
に
引
き
続
き

5
0
0
名
を
超
え
る
保
護
者
が
参
加
し

た
。
本
年
は
採
用
育
成
・
人
材
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
小
島
貴
子
氏
を
講
師
と
し

て
招
き
、「
親
が
伸
ば
す
子
ど
も
の
就
活

保護者向け就職セミナー

・
ア
イ
・
テ
ィ
・
シ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・
ア
ズ
企
画
設
計

・
荒
川
区
役
所　

・
イ
マ
ジ
ン
プ
ラ
ス

・
ウ
ィ
ズ
ダ
ム
ア
カ
デ
ミ
ー

・
独
立
行
政
法
人
宇
宙
航
空
研
究

開
発
機
構

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

・
エ
ム
エ
ス
デ
ー

・
大
江
戸
温
泉
物
語

・
大
川
水
産

・
オ
ン
ワ
ー
ド
樫
山

・
カ
ネ
パ
ッ
ケ
ー
ジ

・
鴻
巣
市
役
所

・
興
文
堂

・
埼
玉
県
庁

・
埼
玉
新
聞
社

・
埼
玉
マ
シ
ン

・
ザ
・
ラ
イ
ト
ス
タ
ッ
フ
オ
フ
ィ
ス

・
燦
ク
リ
ー
ン

・
サ
ン
コ
ー
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー　

・
ジ
ェ
イ
コ
ム
さ
い
た
ま

・
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
み
ら
い

・
西
武
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
）

・
蓼
科
情
報

・
玉
屋

・
東
急
ア
ド
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

・
東
京
ガ
ス　

埼
玉
支
社

・
東
和
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

・
ト
ッ
プ
シ
ー
ン

・
新
座
観
光
ト
ラ
ベ
ル

・
新
座
市
役
所

・
日
新
航
空
サ
ー
ビ
ス

・
日
本
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

・
野
口
精
機

・
ハ
ウ
ス
メ
イ
ト
グ
ル
ー
プ 

・
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
埼
玉

・
フ
ジ
ミ
ッ
ク
埼
玉

・
プ
ラ
ン
ド
ゥ
シ
ー

・
ベ
ル
ク

・
医
療
法
人
社
団
寛
眞
会
マ
ミ
歯
科

・
む
さ
し
証
券

・
リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン

・
り
そ
な
銀
行

・
ル
ネ
サ
ス
イ
ー
ス
ト
ン

・
和
光
市
役
所

 

（
五
十
音
順
）

夏季インターンシップ受け入れ先

　

今
夏
も
長
期
・
短
期
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
あ
わ
せ
て
71
名
の
学
生
が
参
加
し
ま
し

た
。
学
生
か
ら
の
終
了
報
告
で
は
、
晴
々
し

た
笑
顔
や
安
堵
の
顔
、苦
い
表
情
な
ど
様
々

で
す
。イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
大
学
で
は
伝

え
き
れ
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン
テ
ン
ツ
が
詰

ま
っ
て
お
り
、参
加
し
た
学
生
に
と
っ
て
は

楽
し
さ
・
辛
さ
の
両
面
か
ら
、い
ま
ま
で
に
な

い
新
鮮
で
貴
重
な
体
験
を
重
ね
て
き
た
と
思

い
ま
す
。

　

そ
の
体
験
は
間
違
い
な
く
学
生
の
成
長
に

と
っ
て
の
糧
と
な
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。就

職
し
て
働
く
こ
と
に
な
れ
ば
、ど
ち
ら
か
と

い
う
と
辛
い
こ
と
の
ほ
う
が
多
い
で
し
ょ

う
。就
職
で
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
に
よ
る
離
職
率

増
加
も
社
会
問
題
化
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
学
生
は
、

社
会
で
働
く
実
態
を
垣
間
見
て
き
た
分
、現

実
と
自
分
自
身
を
直
視
し
た
見
方
で
前
向
き

な
就
職
活
動
に
取
り
組
ん
で
く
れ
る
も
の
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
5
0
0
名
を

超
え
る
保
護
者
が

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

力
」を
テ
ー
マ
に
講
演
を
聴
い
た
。

　

小
島
氏
は
昨
今
の
厳
し
い
就
活
事
情

の
説
明
と
あ
わ
せ
て
、子
ど
も
へ
の
接

し
方
、サ
ポ
ー
ト
方
法
な
ど
に
つ
い
て

ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。
講
演
後
は
、
場
所

を
移
し
て「
学
科
別
説
明
会
」が
開
催
さ

れ
、学
科
ご
と
に
実
情
に
即
し
た
就
職

活
動
の
説
明
と
、教
員
と
保
護
者
の
間

で
の
質
疑
応
答
が
交
わ
さ
れ
た
。

成
は
な
い
こ
と
を
実
感
し
た
。
ま
た
、
以
前

ま
で
の
私
の「
営
業
」の
イ
メ
ー
ジ
は
、「
一
方

的
な
セ
ー
ル
ス
」だ
っ
た
が
、4
名
の
営
業
は

共
通
し
て「
相
談
す
る
セ
ー
ル
ス
」で
あ
り
、

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
が
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
掲
げ

て
い
る「
価
値
共
創
」の
意
味
を
感
じ
た
。営

業
担
当
の
方
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た「
最
高

の
営
業
マ
ン
は
、お
客
様
に
と
っ
て
最
高
の

相
談
相
手
に
な
る
こ
と
」と
い
う
言
葉
が
印

象
に
残
っ
て
お
り
、「
営
業
」の
イ
メ
ー
ジ
が

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
変
化
し
た
。お
客
様
と
継
続

的
な
価
値
共
創
パ
ー
ト
ナ
ー
を
目
指
す
こ
と

が「
営
業
」で
あ
り
、そ
こ
に「
販
売
」と
の
違

い
が
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

　

こ
の
5
日
間
の
経
験
は
、私
に
と
っ
て
の

宝
物
に
な
っ
た
。
就
職
活
動
だ
け
で
な
く
、

社
会
人
に
な
っ
て
も
、
参
考
に
し
て
い
き

た
い
。

　

私
は
、
株
式
会
社
リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
で
、

5
日
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
っ
た
。

主
な
実
習
内
容
は
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
中

心
と
し
た
模
擬
営
業
や
2
日
間
の
営
業
同
行

だ
っ
た
。以
前
か
ら
営
業
志
望
だ
っ
た
わ
け

で
は
な
く
、マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
の
今
、買
い
手

と
売
り
手
の
距
離
の
近
さ
が
徐
々
に
重
要
に

な
っ
て
き
て
い
る
と
考
え
て
い
た
。そ
ん
な

な
か
、「
販
売
」と「
営
業
」の
違
い
を
、
言
葉

で
は
な
く
、自
ら
の
目
で
見
て
体
験
し
た
い

と
思
い
、実
習
内
容
に
営
業
同
行
を
含
ん
で

い
る
リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
参
加
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
。

　

2
日
間
、
4
名
の
営
業
を
目
に
し
た
が
、

四
人
四
色
の
営
業
ス
タ
イ
ル
で
、正
解
や
完

学
生
一
人
ひ
と
り
が

本
学
の
代
表
者

担当の声

就
職
支
援
部
長
　
本
間 

修

　

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
自
分
の

意
見
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、自
ら
考

え
、自
ら
の
言
葉
で
し
っ
か
り
発
信
す
る
必

要
性
を
強
く
感
じ
た
。

　

ま
た
漠
然
と
、「
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
＝
理
系
・
男
性

の
人
が
多
い
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て

い
た
が
、
実
際
は
、
女
性
や
文
系
の
方
も
多

く
働
い
て
い
た
。同
じ
女
性
が
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
で

活
躍
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
て
心
強
く
感
じ

た
し
、大
い
に
刺
激
を
受
け
た
。

　

宇
宙
開
発
事
業
と
い
う
と
、一
般
に
は
縁

遠
い
も
の
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、今
回
の
体

験
を
通
じ
、Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
が
私
た
ち
の
暮
ら
し

に
身
近
な
活
動
を
数
多
く
行
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。ま
た「
働
く
」こ
と
の
楽
し
さ
、

大
変
さ
を
知
る
こ
と
も
で
き
た
。今
後
の
大

学
生
活
や
就
職
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、就
職
後

に
も
今
回
の
経
験
を
生
か
し
た
い
。

　

幼
い
頃
か
ら
宇
宙
へ
の
憧
れ
が
あ
っ
た
た

め
、宇
宙
に
関
す
る
仕
事
が
知
り
た
い
と
思

い
、独
立
行
政
法
人
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機

構（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）で
、10
日
間
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
。Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
は
、
日
本

に
お
け
る
宇
宙
航
空
分
野
の
基
礎
研
究
か
ら

開
発
・
利
用
に
い
た
る
ま
で
一
貫
し
て
行
っ

て
い
る
機
関
だ
。

　

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、2
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
任
さ
れ
た
。ひ
と
つ
は
、Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
で
研

究
指
導
を
受
け
て
い
る
理
工
系
大
学
院
生
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
用

記
事
の
執
筆
。そ
し
て
、も
う
ひ
と
つ
は
、宇

宙
航
空
関
連
分
野
を
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
大

学
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
に
携
わ
っ
た
。

5
日
間
の
経
験
が

一
生
の
宝
物
に

number

01
number

02
number

03
東急アド・コミュニケーションズ

受け入れ先

リコージャパン

人間生活学部
メディアコミュニケーション学科
3 年　衣笠 明莉

4
特 報

ス
ク
ー
ル
で
プ
レ
ゼ
ン
を
行
う
た
め
の
準
備

で
は
、ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
求
め
る
成
果
物
を

仕
上
げ
る
た
め
ア
イ
デ
ア
を
出
す
際「
産
み

の
苦
し
み
」と
い
う
も
の
を
痛
感
し
た
が
、同

時
に
仲
間
と
話
し
合
い
ア
イ
デ
ア
を
積
極
的

に
出
す
大
切
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。残

念
な
が
ら
提
示
し
た
プ
レ
ゼ
ン
内
容
は
最
優

秀
賞
に
選
ば
れ
な
か
っ
た
が
、グ
ル
ー
プ
で

真
剣
に
話
し
合
い
作
り
上
げ
た
プ
レ
ゼ
ン
を

発
表
し
た
瞬
間
、何
物
に
も
代
え
難
い
達
成

感
が
心
の
中
に
広
が
っ
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
じ
私
が
学
ん
だ

こ
と
は
、目
標
に
対
し
諦
め
ず
仲
間
と
何
か

を
達
成
す
る
事
の
素
晴
ら
し
さ
、誰
か
の
為

に
尽
力
す
る
事
へ
の
喜
び
で
あ
る
。今
回
学

び
感
じ
た
こ
と
を
就
職
活
動
、そ
し
て
こ
れ

か
ら
の
私
の
成
長
の
た
め
に
生
か
し
て
い
き

た
い
。

　

私
は
交
通
広
告
を
主
な
媒
体
と
し
て
取
り

扱
う
、株
式
会
社
東
急
ア
ド
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ズ
で
10
日
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

に
参
加
し
た
。

　

基
礎
知
識
の
座
学
か
ら
は
じ
ま
り
メ
デ
ィ

ア
見
学
、営
業
実
践
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通

じ
コ
ヤ
マ
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
か
ら
提

示
さ
れ
た
課
題
の
プ
レ
ゼ
ン
を
行
う
と
い
う

極
め
て
実
践
的
な
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

　

前
半
3
日
間
の
座
学
で
広
告
業
界
に
つ
い

て
基
礎
知
識
を
養
い
、そ
の
後
メ
デ
ィ
ア
見

学
を
通
じ
座
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
よ
り
深
め

る
こ
と
で
広
告
に
対
す
る
プ
ロ
の
熱
い
情
熱

を
感
じ
非
常
に
心
を
打
た
れ
た
。

　

最
終
課
題
で
あ
る
コ
ヤ
マ
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ

産
み
の
苦
し
み
と

達
成
感

主
体
性
の
大
切
さ
を

痛
感
し
た
10
日
間

受け入れ先

宇宙航空研究開発機構

人間生活学部
人間発達心理学科
3 年　島﨑 美祐

夏季
インターンシップ

報告
今年のインターンシップに参加
した 71 名の学生から 3 名の体
験記を紹介します。
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高根 利佳
人間生活学部
メディアコミュニケーション学科

47 都道府県すべて旅してき
たので、次はまとめを作りま
す！

編集長

後期に頑張っていること

衣笠 明莉
人間生活学部
メディアコミュニケーション学科

就職活動に向けて、勉強や
社会人スキルを身に着けてい
ます。

総合デスク
副編集長

後期に頑張っていること

川島 桃子
社会情報学部
コミュニケーション学科

卒業論文の作成と趣味で続
けているキックボクシング。

解説委員

後期に頑張っていること

久家 未有紀
人間生活学部
児童幼児教育学科
児童教育専攻

幼稚園教諭をめざし、ピアノ
の特訓中です。

解説委員

後期に頑張っていること

大嶋 理恵
社会情報学部
コミュニケーション学科

卒業研究とフリーペーパー『ナ
チュライフ十文字』の編集。

解説
委員長

後期に頑張っていること

岸 真裕美
社会情報学部
コミュニケーション学科

卒業論文、頑張ります。

解説
副委員長

後期に頑張っていること

天羽 洋子
社会情報学部
コミュニケーション学科

最後の学生生活を、悔いの
残らないように過ごすこと。

解説委員

後期に頑張っていること

上柿 茜
社会情報学部
コミュニケーション学科

内 定 先 企 業 で の 研 修を頑
張っています。

解説委員

後期に頑張っていること

三浦 秀佳
社会情報学部
コミュニケーション学科

学生として最後の残り半期、
楽しみ尽くすこと。

解説委員

後期に頑張っていること

赤尾 香澄
社会情報学部
コミュニケーション学科

珈琲店でのアルバイトです。
旅費を貯めています。

解説委員

後期に頑張っていること

河合 咲絵
人間生活学部
児童幼児教育学科
児童教育専攻

小学校教員採用試験に向け
て、大学で毎日勉強してい
ます！

解説委員

後期に頑張っていること

こちら学生編集局

江田 茉莉
人間生活学部
メディアコミュニケーション学科

結果として見える努力をしつ
つ、美白を極めます。

副編集長

後期に頑張っていること

　大学の最新情報をお届けする学生編集局は新たに 8 名の学生を加え、総勢 20 名となりました。
今年度も精力的に活動して、旬な情報をご紹介します。
　また、「25 年度後期に頑張っていること」にもご注目を。

3 年生

4年生

キャンパスのいい話教えてネ！

深田 安莉
人間生活学部
メディアコミュニケーション学科

やりたい事もやらなきゃいけ
ない事も全力勝負。

記者

後期に頑張っていること

福島 茉莉
人間生活学部
人間福祉学科

福祉分野の専門技術習得と
勉強に励んでいます。

記者

後期に頑張っていること

黒田 美沙子
人間生活学部
メディアコミュニケーション学科

さまざまな経験や学習を通し
て、ぶれている軸を定められ
るようにしたい。

副編集長

後期に頑張っていること

荻原 有莉
人間生活学部
メディアコミュニケーション学科

空いている時間を見つけて資
格の勉強に取り組んでいきた
いです。

副編集長

後期に頑張っていること

春田 早穂
人間生活学部
メディアコミュニケーション学科

大学内での授業や活動はもち
ろん、大学以外でもたくさん
のことにチャレンジしていき
たいです。

副編集長

後期に頑張っていること

リュウ ソウバイ
人間生活学部
メディアコミュニケーション学科

就職活動と授業とアルバイト
の 3 つのバランスを大切にし
ています。

副編集長

後期に頑張っていること

吉田 未希
人間生活学部
メディアコミュニケーション学科

今まで自分がしたことのない
経験をすること。

副編集長

後期に頑張っていること

『国際目線で綴る
ＷＥＢマガジン』発行

　

７
月
31
日
、
国
際
目
線
で
綴
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
マ
ガ
ジ
ン

﹃C
olorful 

首
都
圏
！ 

十
文
字
学
園
女
子
大
発
﹄
創
刊
号

が
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
魅
力
あ
る
記
事
を
掲
載
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

創
刊
号
は
、
本
学
の
共

通
科
目
「
十
文
字
学
総
合

ゼ
ミ
Ｄ
」、
メ
デ
ィ
ア
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

「
日
本
文
化
理
解
を
深
め
る

四
季
ニ
ュ
ー
ス
研
究
ゼ
ミ
」

が
合
同
制
作
。「
埼
玉
県
北

部
取
材
旅
行
（
忍
城
、
北

条
ま
つ
り
、
行
田
の
足
袋
）」

や
、
新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
の

「
十
文
字
学
園
は
花
見
の
名

所
」「
ア
ジ
サ
イ
の
花
は
梅

雨
に
似
合
う
ね
」
の
ほ
か
、

「
学
友
会
の
招
き
に
感
謝
・

﹃
七
夕
﹄
が
結
ぶ
国
際
交
流
」

な
ど
、
取
材
し
た
学
生
の

印
象
が
文
章
に
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
マ
ガ

ジ
ン
は
、
I
T
を
活
用
し

た
留
学
生
と
日
本
人
学
生

の
相
互
文
化
理
解
、
日
本
語

の
文
章
力
向
上
は
も
ち
ろ

ん
、
海
外
在
住
の
留
学
生
の

保
護
者
ら
に
も
即
届
く
メ

リ
ッ
ト
も
。
ぜ
ひ
今
後
の

展
開
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。忍城内で当時の武将の衣装を着た案内役の人とともに

詳しくは▶ http://www.jumonji-u.ac.jp/ext/sogoＤ

留学生と日本人学生がコラボレーション
女子大生ならではのセンスで2つのゼミから発信

髙塚 愛実
人間生活学部
メディアコミュニケーション学科

朗読会に向けて、発声練習に
力を入れています。

記者

後期に頑張っていること

私たちがお届けします

2 年生
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特
待
生
は
、
入
学
時
に
お
い
て
特
に
優
れ
た
学
力
や
運

動
・
芸
術
方
面
の
能
力
が
あ
る
者
を
、
申
請
に
も
と
づ
い

て
表
彰
す
る
も
の
で
、
平
成
25
年
度
の
特
待
生
と
し
て
4

月
23
日
（
火
）
に
横
須
賀
学
長
よ
り
次
の
5
名
の
学
生
が

表
彰
さ
れ
た
。

学業成績による特待生
岡本 栞
人間生活学部　児童教育学科 1 年

スポーツによる特待生
伊藤 千晶
人間生活学部　幼児教育学科 1 年

森下 愛美
人間生活学部　幼児教育学科 1 年

崎山 希和
短期大学部　表現文化学科 1 年 　

文化芸術による特待生
百瀬 裕美
人間生活学部
メディアコミュニケーション学科 1 年

4 年
今嶋 ゆい

坂間 淳美

佐々木 茜

中川 優

大澤 悠紀子

仲里 美香

末久 真由

渡邊 梨奈

倉若 美咲樹

波多野 郁美

鈴木 七彩

栗原 三奈子

内田 志穂実

小島 宏美

社会情報学

科

コミュニケー
ション学科

児童幼児教育学科
幼児教育専攻

児童幼児教育学科
児童教育専攻

食物栄養学
科

人間福祉学
科

人間発達心
理学科

社
会
情
報
学
部

人
間
生
活
学
部

3 年
真行寺 芹菜

中村 有沙

石川 真希

髙野 桃子

川満 花能

長谷川 由佳

金子 咲穂

細田 祥代

伊東 沙樹

村崎 里奈

太田 莉奈

関根 萌

塚野 美貴

仲江 由弥華

生活情報学
科

メディアコミュニ
ケーション学科

幼児教育学
科

児童教育学
科

食物栄養学
科

人間福祉学
科

人間発達心
理学科

人
間
生
活
学
部

2 年
髙橋 樹里
山田 梓沙
田中 桃花
水野 智世
池田 里香子
鈴木 梨紗
川瀬 亜美
本木 理恵子
菊池 宏子
佐野 由季
大野 珠美
西牟田 美紅
池田 彩華
島崎 裕子

大室 薫

徳岡 李音

生活情報学
科

メディアコミュニ
ケーション学科

幼児教育学
科

児童教育学
科

食物栄養学
科

人間福祉学
科

人間発達心
理学科

表現文化学
科

人
間
生
活
学
部

短
期
大
学
部

平成 25 年度課外活動等に関する表彰
推薦事由

第 62 回日本書道院展において【全日本
書道連盟賞】を受賞

2013 年埼玉県少林寺拳法大会一般女子
級拳士 組演武において【１位 最優秀賞】
を受賞

2012 年埼玉県少林寺拳法大会一般女子
級拳士 組演武において【２位 優秀賞】を
受賞

2012 年埼玉県少林寺拳法大会一般女子
級拳士 組演武において【３位 優良賞】を
受賞

受賞者名

武藤 彩花

堀江 悠加里

小久保 有彩

相川 美希

平山 千絵 

菊池 栞

塚田 妃奈子

学科・専攻
児童幼児教育学科　
児童教育専攻 4 年

児童教育学科 2 年

生活情報学科 2 年

幼児教育学科 3 年

人間発達心理学科 3 年

人間福祉学科 3 年

学部

人
間
生
活
学
部

教
員
／
人
間
福
祉
学
科
・
新
井
幸
恵
教
授
）
と
小
川
町

腰
上
地
区
で
活
動
す
る
支
援
隊
（
同
／
児
童
教
育
学
科
・

狩
野
浩
二
教
授
）
の
学
生
計
５
名
が
報
告
に
立
ち
、
岩

﨑
康
夫
副
知
事
や
高
山
次
郎
農
林
部
長
ら
を
前
に
平
成

22
年
度
か
ら
４
年
間
に
わ
た
っ
た
活
動
の
様
子
を
生
き

生
き
と
語
っ
た
。

　

同
事
業
に
は
県
内
に
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る
10
大
学
か

ら
学
生
ら
２
８
２
名
が
活
動
に
加
わ
り
、
13
地
区
で
活

動
し
て
き
た
。
本
学
か
ら
は
神
川
町
矢
納
地
区
で
活
動

す
る
支
援
隊
（
ゾ
ウ
キ
リ
ン
く
ら
ぶ
）
を
含
め
唯
一
複

数
の
支
援
隊
が
参
加
。
そ
れ
ぞ
れ
「
農
山
村
文
化
の
伝

承
」
や
「
地
域
の
魅
力
再
発
見
」
な
ど
の
テ
ー
マ
を
掲

げ
、
地
区
に
通
い
、
交
流
を
深
め
る
中
で
専
門
領
域
を

超
え
た
貴
重
な
経
験
を
積
ん
だ
。

　

太
田
部
地
区
に
通
っ
た
田
口
亜
樹
さ
ん
（
人
間
福
祉

学
科
４
年
）
は
、
地
区
で
途
絶
え
て
い
た
「
花
輪
踊
り
」

の
復
活
に
か
か
わ
っ
た
体
験
を
も
と
に
し
な
が
ら
「
地

区
の
人
た
ち
に
喜
ん
で
も
ら
え
た
充
実
感
、
達
成
感
で

い
っ
ぱ
い
。
卒
業
後
も
ど
う
関
わ
れ
る
か
を
考
え
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　

限
界
集
落
な
ど
過
疎
化
や
高
齢
化
が
進
む
埼
玉
県
内

の
中
山
間
集
落
の
活
性
化
を
目
的
に
、
埼
玉
県
が
県
内

の
大
学
や
学
生
の
力
を
借
り
な
が
ら
地
域
の
共
助
に
取

り
組
む
「
中
山

間
ふ
る
さ
と
支

援
隊
」
の
活
動

報
告
会
が
９
月

９
日
、
さ
い
た

ま
市
浦
和
区
の

知
事
公
館
で
開

か
れ
、
3
大
学

4
支
援
隊
が
参

加
し
た
。

　

本
学
か
ら
秩

父
市
太
田
部
集

落
で
活
動
す
る

支
援
隊
（
指
導

学業・課外活動の成績優秀者51名を表彰中山間「ふるさと支援隊」活動報告会に出席

平成25年度特待生を表彰

　

米
粉
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
の
主
催
に
よ
り
、

９
月
14
日
～
９
月
23
日
、
新
宿
大
久
保
公
園
に
て

開
催
さ
れ
た
「
に
っ
ぽ
ん
秋
の
大
収
穫
祭　

新
宿

ビ
ア
ス
タ
ジ
オ　

～
ふ
っ
く
ら
も
ち
も
ち
新
食
感　

米
粉
の
魅
力
を
再
発
見
～
」
に
、Ｏ
Ｌ
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
た
料
理
レ
シ
ピ
を
提
供
し
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
パ
ン
、
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
、
セ
サ
ミ
パ

ン
な
ど
の
米
粉
パ
ン
を
利
用
し
た
10
種
類
の
揚
げ

パ
ン
を
試
作
し
、
試
食
会
を
実
施
。
そ
の
中
か
ら

３
種
類
が
販
売
さ
れ
、
好
評
を
博
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
開
催
期
間
中
は
学
生
の
参
加
は
な

か
っ
た
が
、
事
前
の
調
理
指
導
を
行
っ
た
。

「にっぽん秋の大収穫祭」に
本学食物栄養学科から料理レシピを提供

４
年
に
わ
た
る
中
山
間
集
落
の

共
助
活
動
を
生
き
生
き
と
語
る

学
力
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
術
に

優
れ
た
5
名
を
選
出

米
粉
を
堪
能
で
き
る

パ
ン
メ
ニ
ュ
ー
を
提
案

十文字 ニュース

①
相
性
抜
群
！
キ
ム
チ
揚
げ
パ
ン

②
イ
タ
リ
ア
ン
揚
げ
パ
ン

（
生
バ
ジ
ル
と
チ
ー
ズ
の
揚
げ
パ
ン
）

③
り
ん
ご
と
レ
モ
ン
の
爽
や
か
揚
げ
パ
ン

MENU

平成 25 年度学業成績優秀者一覧
　

7
月
24
日
（
水
）、
第
3
回
「
表
現
文
化

大
賞
」
表
彰
式
が
、
本
学
学
長
室
で
行
わ
れ

た
。今
年
度
の
テ
ー
マ
は「
未
来
」。詩
・
和
歌
・

俳
句
・
イ
ラ
ス
ト
・
書
・
写
真
の
様
々
な
分

野
で
、「
未
来
」
を
表
現
し
た
作
品
が
集
ま
っ

た
。
在
学
生
や
卒
業
生
お
よ
び
全
国
の
高
校

生
か
ら
総
計
1
1
2
点
の
作
品
が
寄
せ
ら

れ
、
厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
優
秀
賞
に
3

点
、
準
優
秀
賞
に
4
点
が
入
賞
し
た
。
受
賞

者
は
下
の
通
り
。

　

昨
年
に
続
き
、
短
期
大
学
部
表
現
文
化
学
科
の
七
夕

イ
ベ
ン
ト
が
７
月
５
日
、
開
催
さ
れ
た
。
一
般
社
団
法

人
キ
モ
ノ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
協
力
も
あ
り
、
学
生
た
ち

は
浴
衣
姿
で
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
。

　

会
場
の
６
１
３
教
室
で
は
、
夜
空
を
模
し
た
暗
闇
を

ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ト
で
照
ら
し
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
を
仕
込

ん
だ
風
船
や
、
光
る
文
字
の
短
冊
を
た
く
さ
ん
散
り
ば

め
る
よ
う
に
吊
る
し
て
、天
の
川
を
演
出
。
ま
た
ト
ニ
ッ

ク
ウ
ォ
ー
タ
ー
に
ジ
ュ
ー
ス
を
混
ぜ
た
「
光
る
ド
リ
ン

ク
」も
作
っ

た
。
当
日

は
附
属
幼

稚
園
生
も

招
待
し
、

楽
し
い
ひ

と
時
を
過

ご
し
た
。

　

今
年
度
は
七

夕
ウ
ィ
ー
ク

と
称
し
た
期
間

中
、
多
く
の
授

業
で
七
夕
を

テ
ー
マ
に
し
た

授
業
を
展
開
し

た
。
年
中
行
事

と
し
て
の
七

夕
、
古
典
文
学

作
品
・
浮
世
絵

に
描
か
れ
た
七

夕
を
学
び
、
七

夕
を
モ
チ
ー
フ

に
エ
ッ
セ
イ
や

英
語
劇
の
台
本
を
書
い
た
り
も
し
た
。

　

教
員
と
学
生
で
七
夕
を
表
現
す
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト

を
、
中
心
と
な
っ
て
進
め
た
シ
ー
ラ
・
ク
リ
フ
教
授
は
、

「
み
ん
な
が
楽
し
ん
で
く
れ
て
う
れ
し
い
」
と
語
っ
た
。

 

（
深
田
安
莉
記
者
）

　

７
月
５
日
、
本
学
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
で
学
友
会
主
催
の

七
夕
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
た
。
集
ま
っ
た
の

は
留
学
生
24
名
を
含
む
約
60
名
。
日
本
・
中
国
・
カ
ナ

ダ
の
学
生
が
一
堂
に
会
し
、
前
田
尚
美
学
友
会
代
表
委

員
会
企
画
局
長
、
大
西
正
行
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
長
の

挨
拶
の
後
、
七
夕
に
関
す
る
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
で
交
流
。

フ
リ
ー
タ
イ
ム
は
お
茶
と
お
菓
子
を
楽
し
み
な
が
ら
歓

談
し
た
。

　

中
国
の
行
事
で
あ
っ
た
七
夕
は
、
奈
良
時
代
に
日
本

に
伝
わ
り
、
日
本
古
来
の
行
事
と
習
合
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
ク
イ
ズ
や
歓
談
を
通
し
て
、
こ
う
し

た
七
夕
に
ま
つ
わ
る
歴
史
、
日
中
に
お
け
る
違
い
な
ど

へ
の
理
解
を
深
め
た
。

　
「
グ
ル
ー
プ
み
ん
な
で
団
結
し
て
ク
イ
ズ
を
や
っ
た

の
が
楽
し
か
っ
た
」「
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
賞
品
が
当
た

り
う
れ
し
か
っ
た
」「
日
本
人
学
生
と
留
学
生
が
楽
し

く
お
し
ゃ
べ
り
し
、

友
だ
ち
も
で
き
た
」

な
ど
、
参
加
者
は

満
足
し
た
様
子
。

浴
衣
姿
の
学
生
を

見
た
留
学
生
か
ら

は
、「
次
は
ぜ
ひ
自

分
も
浴
衣
を
着
て

参
加
し
た
い
」
と
、

早
く
も
来
年
の
開

催
を
期
待
す
る
声

が
上
が
っ
て
い
た
。

　

7
月
9
日
に
完
成
し
た
メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科
Ｃ
Ｍ
は
、
自
分
た
ち
の
学
科
の
ワ
ク
ワ
ク

感
を
映
像
で
表
現
し
て
み
た
い
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
3
年
の
椛
島
あ
か
り
さ
ん
を

リ
ー
ダ
ー
と
し
た
メ
デ
ィ
コ
ミ
Ｃ
Ｍ
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
15
名
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
制
作
さ
れ
た
。
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス

タ
ー
ト
し
た
の
は
6
月

22
日
、
ほ
ぼ
2
週
間
と

い
う
タ
イ
ト
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
中
で
企

画
・
立
案
・
撮
影
・
編

集
ま
で
や
っ
て
の
け
た

の
だ
。

　

Ｃ
Ｍ
監
督
小
暮
隆
生

氏
と
音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
吉
岡
聖
治
氏
の

レ
ク
チ
ャ
ー
か
ら
始

ま
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
Ｃ
Ｍ
企
画
を
立

て
、
本
番
さ
な
が
ら

の
プ
レ
ゼ
ン
で
選
ば

れ
た
企
画
を
み
ん
な

で
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
。
コ
ン
セ
プ
ト
、

コ
ピ
ー
、
絵
コ
ン
テ
、

そ
し
て
キ
ャ
ス
テ
ィ

ン
グ
ま
で
集
中
し
て

進
め
た
。

　

圧
巻
だ
っ
た
の
は

メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
1
年
生
全
員
出
演
の
バ
ル
ー
ン
リ

リ
ー
ス
。
自
分
た
ち
の
夢
を
書
い
た
バ
ル
ー
ン
2
0
0

個
を
一
気
に
空
に
放
つ
シ
ー
ン
の
撮
影
だ
っ
た
。
Ｃ
Ｍ

完
成
試
写
会
で
は
夢
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら
き
ら
き

ら
と
し
た
1
年
生
た
ち
の
笑
顔
が
満
ち
溢
れ
て
い
た
。

︻U
R

L　

http://youtu.be/X
ZU

42q0ZG
M

A

︼

優秀賞

熊谷西高校
2 年

メディアコミュニケー
ション学科 1 年

表現文化学科
2 年

小畑 夏実

百瀬 裕美

坂田 真子

イラスト

書

準優秀賞
表現文化学科
1 年

表現文化学科
2 年

表現文化学科
1 年

幼児教育学科
1 年

㟢山 希和

飯塚 由香里

笠木 理沙

山口 恵里奈

イラスト

書

表現文化 学 科マスコッ
トの名称が学内公募で

「ハービーちゃん」に決定
しました！！

表現文化大賞「優秀賞・準優秀賞」表彰 表現文化学科が七夕イベントを実施

メディアコミュニケーション学科CMが完成 「七夕」が結ぶ国際交流で華やぐ

幻
想
的
な
空
間
で
七
夕
を
演
出

多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
七
夕
を
表
現

留
学
生
と
日
本
人
学
生
が

七
夕
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む

企
画
立
案
・
撮
影
・
編
集
ま
で

15
名
の
学
生
の
手
で
や
り
遂
げ
る

自
由
な
発
想
で
個
性
あ
ふ
れ
る

７
作
品
が
受
賞
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８
月
27
、
28
日
の
２
日
間
、
本
学
教
授
会
会
議
室
に

お
い
て
国
際
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
国

連
安
保
理
決
議
１
３
２
５
実
施
の
た
め
の
各
国
国
内
行

動
計
画
の
モ
ニ
タ
ー
と
評
価
」
で
、
女
性
人
権
機
構
と

共
催
し
た
。

　

報
告
者
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
女
性
と
平
和
構
築

の
た
め
の
活
動
を
し
て
い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
国
際
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
市
民
軍
隊
セ
ン
タ
ー
人

道
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ミ
リ
ア
ム
女
子
大

学
平
和
教
育
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
、
在
日
イ
ギ
リ
ス
大

使
館
政
務
官
、
前
内
閣
府
Ｐ
Ｋ
Ｏ
担
当
ジ
ェ
ン
ダ
ー
顧

問
で
、
安
保
理
決
議
１
３
２
５
な
ど
女
性
と
平
和
や
国

防
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
の
研
究
者
ら
総
勢
18
名
が
参
加

し
た
。

　

外
務
省
総
合
外
交
政
策
局
で
安
保
理
決
議
１
３
２
５

お
よ
び
関
連
決
議
を
実
施
す
る
た
め
の
国
別
行
動
計
画

の
策
定
担
当
者
は
、
８
月
20
日
の
人
事
異
動
の
た
め
不

　

富
山
県
ひ
と
づ
く
り
財
団
が
実
施
す
る
、「
夢
の
卵
」

育
成
事
業
の
一
環
と
し
て
、
同
県
高
岡
市
立
戸
出
西
部

小
学
校
６
年
大
野
芙
瑠
琉
さ
ん
が
８
月
20
日
、
本
学
に

来
校
。
人
間
福
祉
学
科
に
よ
る
「
ミ
ニ
介
護
講
座
」
な

ど
を
受
講
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
富
山
県
内
の
子
ど
も

か
ら
夢
を
書
い
た
作
文
を
募
集
し
、
そ
の
夢
の
実
現
を

応
援
す
る
と
い
う
も
の
。
今
年
は
１
６
０
０
通
を
超
え

る
応
募
の
中
か
ら
「
み
ん
な
を
笑
顔
に
で
き
る
介
護
福

祉
士
に
な
り
た
い
」
と
い
う
大
野
さ
ん
の
夢
が
選
ば
れ
、

そ
の
第
一
歩
と
な
る
場
所
と
し
て
、
本
学
に
協
力
要
請

が
あ
り
、
受
け
入
れ
が
実
現
し
た
。

　

大
野
さ
ん
は
、
ま
ず
横
須
賀
薫
学
長
、
栗
原
直
樹
学

科
長
ら
に
挨
拶
。
介
護
福
祉
士
と
い
う
夢
を
持
っ
た
理

由
を
問
わ
れ
、「
祖
父
が
介
護
施
設
に
入
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
」
と
、
元
気
よ
く
答
え
た
。

　

そ
の
後
、
野
島
靖
子
准
教
授
か
ら
福
祉
に
関
す
る
説

明
を
受
け
た
ほ
か
、「
福
祉
を
学
ん
で
い
る
中
で
今
ま

で
で
大
変
だ
っ
た
こ
と
、
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
」
な
ど

を
野
島
ゼ
ミ
の
田
波
芳
恵
さ
ん
、
平
田
和
さ
ん
に
質
問
。

福
祉
を
学
ぶ
学
生
の
声
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。
そ
の
後
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
暮
ら
し
ネ
ッ
ト
・
え
ん
」
に
出
向
い
て
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
利
用
者
と
歌
を
唄
う
な
ど
の
活
動

に
参
加
。
利
用
者
と
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
昼
食
を
共
に

し
た
。

　

午
後
か
ら
は
本
学
の
介
護
実
習
室
で
「
ミ
ニ
介
護
講

座
」
を
受
講
。
嚥
下
困
難
者
の
た
め
の
飲
み
物
介
助
や

電
動
車
い
す
の
操

作
、
機
械
浴
槽
の

操
作
方
法
な
ど
の

講
義
と
実
践
を
学

ん
だ
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
終
え
た
大
野

さ
ん
は
「
た
く
さ

ん
学
べ
て
よ
か
っ

た
」
と
、
う
れ
し

そ
う
に
話
し
て

い
た
。

参
加
と
な
っ
た
。
学

長
の
代
理
と
し
て
志

村
二
三
夫
副
学
長
に

歓
迎
の
挨
拶
を
い
た

だ
い
て
開
会
し
、
最

終
日
に
は
「
国
連
安

保
理
決
議
１
３
２
５

実
施
の
た
め
の
各
国

国
内
行
動
計
画
の
モ

ニ
タ
ー
と
評
価
の
た

め
の
原
則
と
勧
告
」

に
合
意
し
た
。
前
文

に
つ
い
て
は
、
最
終

日
に
ホ
テ
ル
で
夜
を

徹
し
て
作
り
上
げ
た
。

　

３
年
計
画
に
よ
る
科
研
費
調
査
の
一
環
で
あ
る
が
、

来
年
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
２
０
１
１
年
に
策
定
さ
れ
た
同

国
国
内
行
動
計
画
が
ど
の
よ
う
な
成
果
を
も
た
ら
し
た

か
に
つ
い
て
聞
き
取
り
調
査
を
中
心
に
行
う
。

教
授
／
十
文
字
中
学
・
高
等
学
校 

校
長 

橋
本
ヒ
ロ
子 

記

　

結
婚
し
て
い
な
い
恋
人
同
士
間
で
起
き
る
D
V
（
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
の
こ
と
を
「
デ
ー
ト
D
V
」

と
い
う
。
女
子
高
校
生
／
大
学
生
の
被
害
者
は
5
名
中
1
名

（
ア
ウ
ェ
ア
2
0
0
7
年
調
査
）。
自
分
自
身
だ
け
で
な
く

友
達
や
家
族
が
経
験
す
る
か
も
し
れ
な
い
問
題
だ
。

　

授
業
「
女
性
を
学
ぶ
」
で
は
7
月
1
日
、
N
P
O
法
人

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
西
山
さ
つ
き
氏
に
よ
る
デ
ー
ト
D
V
講

座
が
行
わ
れ
た
。
殴
る
蹴
る
、
暴
言
、
貸
し
た
お
金
を
返
さ

な
い
、
携
帯
の
メ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
や
避
妊
し
な
い
等
の
暴
力

に
つ
い
て
の
解
説
や
、「
普
通
好
き
な
ら
、
デ
ー
ト
を
優
先

さ
せ
る
の
が
常
識
だ
ろ
！
」
と
い
う
交
際
相
手
と
の
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
、
束
縛
さ
れ
、
尊
重
の
な
い
関
係
を
「
愛
」
と
捉
え

て
し
ま
う
状
況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　
「
ひ
と
ご
と
と
は
思
わ
ず
に
、
自
分
も
体
験
す
る
か
も
し

れ
な
い
と
思
う
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
た
。
も
し
、
身
近
な

人
が
悩
ん
で
い
た
ら
助
け
て
あ
げ
た
い
」
と
真
剣
に
考
え
さ

せ
ら
れ
た
貴
重
な
講
座
だ
っ
た
。

　

今
年
４
月
に
大
学
院
人
間
生
活
学
研
究
科

食
物
栄
養
学
専
攻
に
入
学
し
た
カ
ン
ボ
ジ
ア

出
身
の
コ
ン
・
リ
ィ
さ
ん
は
、
本
学
初
の
男

子
学
生
２
名
の
う
ち
の
ひ
と
り
。
コ
ン
・
リ
ィ

さ
ん
は
、
日
本
へ
の
留
学
経
験
や
栄
養
士
の

資
格
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
（
国
際
連
合
食
糧
農
業
機
構
）

カ
ン
ボ
ジ
ア
事
務
所
職
員
の
経
験
も
有
し
、

平
成
24
年
度
に
は
、
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船

に
カ
ン
ボ
ジ
ア
代
表
と
し
て
参
加
し
た
。

　

東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
は
、
昭
和
49
年
度

に
開
始
さ
れ
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
と
日
本
と

の
共
同
事
業
。
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
日
本
の

青
年
が
、
船
内
で
40
日
余
り
生
活
を
共
に
す

る
中
で
、
各
国
事
情
の
紹
介
や
討
論
を
行
う

と
と
も
に
、
船
内
お
よ
び
訪
問
国
で
の
各
種

交
流
活
動
に
よ
り
、
相
互
の
友
好
と
理
解
を

促
進
し
、
社
会
の
各
分
野
の
リ
ー
ダ
ー
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

　

コ
ン
・
リ
ィ
さ
ん

が
参
加
し
た
第
39
回

事
業
で
は
、
日
本
を

含
む
11
か
国
の
青
年

３
０
０
余
名
が
、
東
南
ア
ジ
ア
５
か
国
を
訪
問
。
ま
た

船
内
に
お
い
て
は
「
青
年
の
社
会
参
加
」
を
共
通
テ
ー

マ
に
、「
企
業
の
社
会
貢
献
」、「
異
文
化
理
解
促
進
」、「
環

境
（
気
候
変
動
）」、「
食
育
」
な
ど
８
分
野
に
つ
い
て
、

英
語
に
よ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
各
分
野

に
対
す
る
理
解
を
深
め
た
。
こ
の
時
、食
育
部
門
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
た
の
が
コ
ン
・
リ
ィ
さ
ん
だ
。

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
食
糧
事
情
が
悪
く
、
低
栄
養
や
、

ま
た
そ
れ
が
も
と
で
伝
染
病
に
か
か
り
や
す
く
な
っ
て

命
を
失
う
乳
幼
児
が
少
な
く
な
い
。
そ
こ
で
、
コ
ン
・

リ
ィ
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、
入
手
し
や

す
い
け
れ
ど
も
、
従
来
は
あ
ま
り
利
用
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
農
村
の
食
材
を
離
乳
食
に
活
用

す
る
た
め
の
研
究
に
取
り
組
み
始
め
て
い
る
。

お互いを大切にする関係を学ぶ

平成25年度「夢の卵」育成事業を実施 国際セミナーを女性人権機構と共催

本学大学院に初の男子学生
カンボジアからコン・リィさんらが入学

東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
で
食
育

部
門
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍

国
連
安
保
決
議
１
３
２
５
実
施
に

関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

富
山
県
の
小
６
生
大
野
芙
瑠
琉（
ふ
る
る
）

さ
ん
が
「
ミ
ニ
介
護
講
座
」
な
ど
を
体
験

十文字 ニュース

デ
ー
ト
D
V
講
座　
共
催
：
埼
玉
県
男
女
共
同
参
画
課

　

7
月
26
日
、
29
日
の
2
日
に
わ
た
り
、
本
学

で
新
座
市
教
育
委
員
会
の
「
新
座
市
３
年
経
験

者
教
員
研
修
会
」
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
研
修

会
は
新
座
市
内
の
小
・
中
学
校
教
員
で
3
年
目

を
迎
え
た
若
手
教
員
を
対
象
と
す
る
も
の
で
、

今
年
で
6
年
目
の
実
施
と
な
っ
た
。

　

本
年
度
は
29
名
が
参
加
し
た
。
講
師
を
務
め

た
の
は
、
新
座
市
教
育
長
の
金
子
廣
志
氏
、
本

学
の
横
須
賀
薫
学
長
、
児
童
教
育
学
科
等
の
教

授
陣
。
今
回
は
今
年
度
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
ば
か

り
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
学
習
室
で
の
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
も
あ
り
、
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し

て
発
表
を
行
う
な
ど
新
し
い
試
み
で
行
わ
れ
た

講
義
も
あ
っ
た
。
初
日
の
研
修
会
後
に
は
、
懇

談
会
が
開
催
さ
れ
、
研
修
生
と
新
座
市
教
育
委

員
会
、
本
学
の
関
係
者
の
情
報
交
換
等
を
兼
ね

た
有
意
義
な
交
流
の
場
と
な
っ
た
。

　

今
年
も
、
８
月
1
日
か
ら
8
日
ま
で
の
５
日

間
、
本
学
で
は
5
回
目
と
な
る
免
許
状
更
新
講
習

を
実
施
し
た
。
受
講
者
は
本
学
と
連
携
し
て
い
る

近
隣
の
5
市
の
勤
務
者
や
本
学
の
卒
業
生
を
中
心

に
2
8
0
名
で
、
延
べ
7
5
7
名
が
参
加
し
た
。

う
ち
、
本
学
の
卒
業
生
は
59
名
で
、
内
訳
は
、
短

期
大
学
部
幼
児
教
育
学
科
32
名
、
初
等
教
育
学
科

22
名
、
そ
の
他
の
学
科
5
名
だ
っ
た
。

　

必
修
2
日
目
は
、「
学
校
病
理
的
現
象
の
解
明
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
基
調
講
演
の
後
、
グ
ル
ー
プ
討

議
を
行
っ
た
。
受
講
生
か
ら
は
、「
身
近
な
校
種
間

で
の
討
論
は
経
験
し
て
い
た
が
幼
～
高
ま
で
の
先

生
方
と
の
討
論
は
新
鮮
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持

つ
課
題
が
理
解
で
き
た
」「＂
人
を
育
て
て
い
く
＂

と
い
う
観
点
か
ら
教
員
が＂
つ
な
が
り
＂を
意
識
し
、

教
育
活
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ

た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

８
月
１
日
、
十
文
字
学
園
女
子
大
学
は
、
埼
玉
県
志
木
市
と

の
間
で
「
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
た
。
こ
の
協

定
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
有
す
る
人
材
や
施
設
な
ど
の
資
源
を
有
効

に
活
用
し
、
交
流
を
深
め
る
こ
と
で
、
地
域
福
祉
・
文
化
な
ど

の
分
野
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
。
協
定
に
は
、社
会
福
祉
、

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
、
環
境
、
防
災
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

な
ど
９
分
野
に
わ
た
る
項
目
が
掲
げ
ら
れ
、
両
者
が
有
機
的
な

連
携
を
図
り
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

横
須
賀
薫
学
長
は
「
今
回
の
調
印
で
新
座
、
和
光
、
朝
霞
各

市
を
加
え
た
近
隣
４
市
と
の
協
定
が
整
っ
た
。
地
域
全
体
で
共

通
す
る
課
題
の
解
決
や
連
携
深
化
を
進
め
ら
れ
れ
ば
」
と
決
意

を
述
べ
た
。
香
川
武
文
市
長
も
「
こ
れ
ま
で
も
教
育
行
政
の
面

で
協
力
を
い
た
だ
い
て
き
た
が
、
よ
り
総
合
的
な
連
携
が
で
き

心
強
い
限
り
。
互
い
に
プ
ラ
ス
に
な
る
よ
う
生
か
し
た
い
」
と

語
り
、
さ
ら
に
「
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
が
急
務
。
福
祉
専
攻

の
学
生
さ
ん
は
ぜ
ひ
市
職
員
採
用
試
験
に
挑
戦
を
」
と
本
学
学

生
へ
の
期
待
感
を
に
じ
ま
せ
た
。

　

6
月
28
日
、
十
文
字
学
園
女
子
大
学
・
同
短
期
大
学
部
は
、

埼
玉
県
朝
霞
市
と
の
相
互
協
力
協
定
調
印
式
を
朝
霞
市
役
所
で

行
っ
た
。

　

調
印
後
、
横
須
賀
学
長
は
、「
教
育
面
だ
け
で
な
く
、
総
合

的
な
協
定
が
結
ば
れ
た
こ
と
は
う
れ
し
い
。
地
域
と
の
関
係

を
大
事
に
し
、
大
学
の
立
場
で
貢
献
で
き
る
よ
う
心
掛
け
た

い
」
と
挨
拶
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
富
岡
勝
則
朝
霞
市
長
は
、

「
行
政
の
目
線
だ
け
で
は
な
か
な
か
解
決
で
き
な
い
こ
と
も
あ

る
。
学
生
の
新
鮮
な
目
線
を
施
策
に
生
か
し
て
、
暮
ら
し
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」
と
連
携
に
期
待
を
込

め
た
。

　

6
月
4
日
、
十
文
字
学
園
女
子
大
学
・
同
短
期
大
学
部
は
、

東
京
都
清
瀬
市
教
育
委
員
会
（
東
田　

教
育
長
）
と
の
「
連
携

協
力
に
関
す
る
覚
書
」
の
調
印
式
を
執
り
行
っ
た
。
今
回
の
調

印
式
は
、本
学
と
清
瀬
市
教
育
委
員
会
が
相
互
に
連
携
協
力
し
、

教
育
上
の
諸
課
題
に
対
応
し
、
そ
の
成
果
を
活
か
し
て
双
方
の

教
育
上
の
充
実
、
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
締
結
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

　

調
印
式
で
東
田
教
育
長
は
「
大
学
の
力
を
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
市
内
の
学
校
の
底
力
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
、
互
い
に
成

果
が
出
せ
る
よ
う
に
し
た
い
」、
横
須
賀
学
長
か
ら
は
「
中
規

模
の
大
学
だ
が
、
学
生
に
は
元
気
が
あ
る
。
ぜ
ひ
現
場
で
鍛
え

て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
ず
は
教
育
分
野
で
の
協
力
を
進
め
、
今

後
も
地
域
と
の
連
携
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
」
と
意

欲
を
表
明
し
た
。

新座市教委の３年次教員研修を開催5回目の教員免許状更新講習を実施

志木・朝霞・清瀬市教育委員会　地域連携協定すすむ

近
隣
５
市
の
勤
務
者
と

本
学
卒
業
生
ら
が
参
加

志
木
市
と
の
連
携
協
力
で
調
印

朝
霞
市
と
の
相
互
協
力
協
定
で
調
印

清
瀬
市
教
育
委
員
会
と
の
連
携
協
力
で
調
印

３
年
目
教
員
の
学
び
の
場

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
の
試
み
も
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0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000

帰属収入（合計6,587百万円）
（百万円）

学生生徒等納付金
5,163

手数料
84

寄付金
11

補助金
1,183

その他
146

（年度）
0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

H24H20 H21 H22 H23

その他 基本金
その他補助金

寄付金
手数料

学
生
生
徒
等
納
付
金

管
理

経
費
教
育
研
究
経
費

人
件
費

（百万円）

（百万円）

0

5,000

10,000

15,000

20,000

流動資産
3,311

基本金
19,745

（消費収支差額
△4,481）

資産の部 負債・基本金・消費
収支差額の部

その他の
固定資産
252

有形固定
資産
16,163

流動負債
1,432

固定負債
3,030

※端数処理しているため、合計金額が一致しません。

教職員人件費
738,956円
57%学費（平均）

1,192,361円
87%

教育研究・
運営費

433,762円
33%

補助金
122,292円
9%

借入金返済・利息
33,540円　3%

施設・設備・図書費
98,617円　7%

その他（将来計画資金等）
65,135円　5%

その他
55,358円　4%

合計
1,370,011円

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000

消費支出及び基本金（合計6,578百万円）
（百万円）

人件費
3,755

教育研究経費
1,518

管理経費
635

その他
130

基本金
540

■
第
45
回

　「
若
桐
会
総
会
」
開
催
の
ご
報
告

　

2
0
1
3
年
6
月
2
日
（
日
）
ザ
・
プ
リ
ン

ス
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
東
京
に
て
第
45
回 

十
文
字
学

園
同
窓
会 

若
桐
会 

総
会
・
懇
親
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

梅
雨
の
影
響
で
天
気
が
心
配
さ
れ
る
中

1
5
8
名
の
会
員
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

本
年
も
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
こ
と
を
こ
こ

に
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

〔
1
部
〕

　

総
会
で
は
、
濱
口
惠
子
会
長
、
十
文
字
一
夫

理
事
長
、
横
須
賀
薫
学
長
、
青
木
康
子
委
員
長

の
挨
拶
に
続
き
、

昨
年
度
の
事
業

報
告
お
よ
び
会

計
報
告
、
監
査
報

告
、
本
年
度
の

事
業
案
お
よ
び

予
算
案
報
告
が

厳
粛
に
執
り
行

わ
れ
、
満
場
一

致
で
可
決
採
択

い
た
し
ま
し
た
。

　〔
2
部
〕

　

懇
親
会
で
は
、
学
園
カ
ラ
ー
で
あ
る
ピ
ン
ク

色
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ク
テ
ル
で
乾
杯
し
た
後
、

豪
華
な
料
理
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
チ

ケ
ッ
ト
な
ど
が
当
た
る
抽
選
会
、
そ
し
て
仲
間

や
恩
師
と
の
再
会
に
弾
む
歓
談
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
笑
顔
や
楽
し
そ
う
な
声
か
ら
素
敵
な
ひ
と

時
を
お
過
ご
し
い
た
だ
け
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
同
窓
会
創
立
40
周
年
記
念
行
事
「
還

暦
の
お
祝
い
」
は
、
第
6
回
目
を
迎
え
、
ご
招

　

第
２
６
４
回
日
本
産
業
衛
生
学
会
関
東
地
方
会
例
会
を
、

関
東
産
業
衛
生
技
術
部
会
お
よ
び
産
業
栄
養
研
究
会
の
共
催

で
開
催
し
ま
す
。
参
加
希
望
の
卒
業
生
お
よ
び
学
生
は
、
メ
ー

ル
で
田
中
茂
（stanaka@

jum
onji-u.ac.jp

）
宛
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

　
つ
い
て

　

2
0
1
3
年
7
月
、
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内
に
お
け
る
同
窓
会
コ
ン
テ
ン
ツ
に
つ
き
ま
し

て
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
若
桐
会
に
つ
い
て
の
情
報
を
更
新
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
若
桐
会
事
務
局
開
設
の
お
知
ら
せ

　

2
0
1
3
年
6
月
よ
り
、
若
桐
会
の
管
理
／

運
営
に
つ
き
ま
し
て
業
務
委
託
を
行
う
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
多
く
の
皆
様
の
お
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
今
後
よ
り
一
層
活
発
な
会
に
し
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
い
ま
し
て
、
本
学
1
号
棟
（
Ａ
）

2
階
に
事
務
局
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。
今
後

の
変
更
届
（
住
所
・
氏
名
等
）
や
同
窓
会
に
関

す
る
お
問
合
せ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
下
記
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

待
し
ま
し
た
3
名
の
卒
業
生
の
方
々
か
ら
は
在

学
当
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
近
況
報
告
、
趣
味
、

新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
だ
よ
り
を
楽
し
み
に
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
自
由
に
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。
い
く
つ
に
な
っ
て
も
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
に
興
味
関
心
を
持
ち
感
じ
た
り
学
ん

だ
り
し
続
け
る
姿
勢
に
脱
帽
さ
れ
た
会
員
の
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

次
回
来
年
の
総
会
・
懇
親
会
で
も
多
く
の
会

員
の
皆
様
に
お
会
い
で
き
ま
す
こ
と
を
心
よ
り

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

住
所
・
氏
名
等
の
変
更
は
、
本
学
同
窓

会
「
若
桐
会
」
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い

T
E
L
：
0
4
8
（
4
2
3
）
0
3
9
4

　
　
　
　
［
若
桐
会
事
務
局
］

F
A
X
：
0
4
8
（
4
7
8
）
9
3
6
7

　
　
　
　
［
大
学
直
通
］

E
-m

ail

：w
akagiri@

jum
onji-u.ac.jp

開催日

平
成
26
年
2
月
8
日
（
土
）
13
時
～
17
時

会場

十
文
字
学
園
女
子
大
学　

9
4
1
7
教
室

プログラム

●
教
育
講
演　

13
時
～
14
時
10
分

座
長
▼
名
倉
秀
子
（
十
文
字
学
園
女
子
大
学
）

「
精
神
栄
養
学
│
精
神
疾
患
の
新
た
な
治
療
・

予
防
法
と
し
て
の
食
事
│
」
功
刀
浩
（
国
立
精

神
・
神
経
医
療
セ
ン
タ
ー
神
経
研
究
所
疾
病
研

究
第
三
部
部
長
）

◦
休
憩　

14
時
10
分
～
14
時
25
分

●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

14
時
25
分
～
17
時

テ
ー
マ
：
食
生
活
か
ら
心
の
健
康
を
支
援
す
る

座
長
▼
石
田
裕
美
（
女
子
栄
養
大
学
）

１
．
食
事
と
調
理
か
ら
の
リ
ワ
ー
ク
支
援

個
別
指
導
及
び
集
団
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
事
例

か
ら　

野
口
律
奈
（
帝
京
平
成
大
学
）

２
．
職
場
に
お
け
る
食
環
境
と
勤
労
者
の
食
生

活　

赤
松
利
恵
（
お
茶
の
水
女
子
大
学
）

３
．
職
場
給
食
に
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か　

佐
藤
愛
香
（
西
洋
フ
ー
ド
・
コ
ン
パ
ス
グ

ル
ー
プ
株
式
会
社
）

連
絡
先
が
変
わ
り
ま
し
た
‼

若桐会だより

　

5
月
16
日
に
本
学
理
事
長
室
に
お

い
て
、
名
誉
教
授
称
号
記
授
与
式
が

執
り
行
わ
れ
た
。

　

教
授
と
し
て
長
年
勤
務
し
、
教
育

上
ま
た
は
学
術
上
特
に
功
績
の
あ
っ

た
教
員
に
授
与
さ
れ
る
名
誉
教
授
の

称
号
が
、
3
月
末
を
も
っ
て
定
年
退

職
さ
れ
た
幼
児
教
育
学
科
赤
井
美
智

子
氏
に
贈
ら
れ
た
。

　

当
日
は
、
赤
井
氏
の
功
績
を
讃
え

る
た
め
、
多
数
の
幼
児
教
育
学
科
教

員
を
中
心
に
教
職
員
が
出
席
し
、
に

ぎ
や
か
な
式
典
と
な
っ
た
。

十文字学園女子大（名倉秀子食物栄養学科長）と
女子栄養大（石田裕美教授）とのコラボレーションで学会を開催

赤井美智子氏に
名誉教授称号記を授与

十文字 ニュース

学校法人十文字学園の財政状況
Financial Report

 　学校法人十文字学園の財政状況は平成24年度決算をもとに見ると、収入の合計は6,587百万円、支出の合計は6,578百万円と
なっています。
　収入の大半は学生生徒の皆さまからの学生生徒等納付金（授業料等）と補助金（国から交付される補助金）です。一方、支出は本学
園で学ぶ学生生徒の皆さまに対し、質の高い特色ある教育研究を実現するための教職員人件費、学校の施設設備の維持費（耐震工
事の実施等）、教育研究に必要な機器備品や図書の購入等、教育研究環境の充実のための支出です。
　新座市にある大学・短大の建物の耐震工事は平成24年度にすべて完了いたしました。また巣鴨にある高校・中学も近代的装備と
空間的ゆとりに満たされた新校舎が平成26年3月に完成する予定です。今後も健全な財務体質を維持しながら、本学園に在籍する
全ての学生生徒に、より一層充実したキャンパスライフを過ごして貰うための環境整備を鋭意進めてまいります。

収入・支出

収入・支出の推移

貸借対照表（平成25年3月31日現在）

主要財務分析比率
単位（%）

学生一人あたりの収入・支出

有形固定資産 土地、建物、構築物、機器備品、図書、車両など。
その他の固定
資産

借地権、電話加入権、施設利用権、有価証券
（長期）、長期貸付金など。

流動資産 現金預金、未収入金、短期貸付金、有価証券
（一時的）など。

固定負債 長期借入金、退職給与引当金など。

流動負債 短期借入金、未払金、前受金、預り金など。

基本金
学校法人がその諸活動の計画に基づき必要
な資産を継続的に保持するために維持すべ
きもの。

比率 算式（×100） 評価 H23年度 H24年度 増減

自己資金構成
比率

自己資金／総
資金 ↑ 77.2 77.3 0.1

人件費比率 人件費／帰属
収入 ↓ 62.8 57.0 △5.8

教育研究経費
比率

教育研究経費
／帰属収入 ↑ 21.2 23.0 1.8

管理経費比率 管理経費／帰
属収入 ↓ 8.7 9.6 0.9

帰属収支差額
比率

帰属収支差額
／帰属収入 ↑ 5.6 8.3 2.7

※「評価」欄の「↑」は高い値が良い、「↓」は低い値が良いことを示しています。
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学部・学科（募集人員） 出願期間（郵送：必着） 試験日 合格発表 出願資格

人
間
生
活
学
部

幼 児 教 育 学 科 60名 Ⅰ期 10/21（月）～10/31（木） 11/10（日） 11/15（金）
高等学校を平成26年3月卒業見込みの女性で、全体の評定平均値が3.3
以上、専願とする。

【選考方法】
幼児教育学科▶調査書・面接・作文
児童教育学科，人間発達心理学科，食物栄養学科▶調査書・面接・小論文

Ⅱ期 12/ 2（月）～12/ 9（月） 12/15（日） 12/18（水）

児 童 教 育 学 科 23名 Ⅰ期 10/21（月）～10/31（木） 11/10（日） 11/15（金）
Ⅱ期 12/ 2（月）～12/ 9（月） 12/15（日） 12/18（水）

人間発達心理学科 30名 Ⅰ期 10/21（月）～10/31（木） 11/10（日） 11/15（金）
Ⅱ期 12/ 2（月）～12/ 9（月） 12/15（日） 12/18（水）

食 物 栄 養 学 科 40名 Ⅰ期 10/21（月）～10/31（木） 11/10（日） 11/15（金）

人 間 福 祉 学 科 20名 Ⅰ期 10/21（月）～10/31（木） 11/10（日） 11/15（金）

高等学校を平成26年3月卒業見込みの女性で、全体の評定平均値が3.2
以上、専願とする。

【選考方法】▶調査書・面接

Ⅱ期 12/ 2（月）～12/ 9（月） 12/15（日） 12/18（水）

生 活 情 報 学 科 30名 Ⅰ期 10/21（月）～10/31（木） 11/10（日） 11/15（金）
Ⅱ期 12/ 2（月）～12/ 9（月） 12/15（日） 12/18（水）

メディアコミュニ
ケーション学科 30名

Ⅰ期 10/21（月）～10/31（木） 11/10（日） 11/15（金）

Ⅱ期 12/ 2（月）～12/ 9（月） 12/15（日） 12/18（水）

短
期
大
学
部

表 現 文 化 学 科 60名
Ⅰ期 10/21（月）～10/31（木） 11/10（日） 11/15（金） 高等学校を平成26年3月卒業見込みの女性で、全体の評定平均値が3.0

以上、専願とする。
【選考方法】▶調査書・面接Ⅱ期 12/ 2（月）～12/ 9（月） 12/15（日） 12/18（水）

学部・学科（募集人員） 出願期間（郵送：必着） 試験日 合格発表 出願資格

人
間
生
活
学
部

幼 児 教 育 学 科 3年次
10名 12/ 2（月）～12/ 9（月） 12/15(日) 12/18(水)

詳細は、2014年度編入学試験学生募集要項、または募集・入試課までお
問い合わせください。

【選考方法】
幼児教育学科・人間福祉学科（社会福祉コース）・生活情報学科・メディア
コミュニケーション学科
　▶小論文《60分・800字》、個人面接、出願書類
人間発達心理学科
　▶小論文《60分・800字》、英語《60分》、個人面接、出願書類

人間発達心理学科 3年次
5名 12/ 2（月）～12/ 9（月） 12/15(日) 12/18(水)

人 間 福 祉 学 科
（社会福祉コース）

3年次
5名

Ⅰ期 12/ 2（月）～12/ 9（月） 12/15(日) 12/18(水)
Ⅱ期 3/ 3（月）～ 3/ 7（金） 3/14（金） 3/17（月）

生 活 情 報 学 科 3年次
5名

Ⅰ期 12/ 2（月）～12/ 9（月） 12/15(日) 12/18(水)
Ⅱ期 3/ 3（月）～ 3/ 7（金） 3/14（金） 3/17（月）

メディアコミュニ
ケーション学科

3年次
5名

Ⅰ期 12/ 2（月）～12/ 9（月） 12/15(日) 12/18(水)
Ⅱ期 3/ 3（月）～ 3/ 7（金） 3/14（金） 3/17（月）

Extension  News
公開講座のご案内——大学開放・地域連携推進センターから

　各講座1カ月前より、予約の受付を開始いたします。参加希
望の方は、必ず、事前にご予約ください。先着順で、定員になり
次第締め切りとさせていただきます。1回ごとのお申し込みに
なります。
◦電話または専用メールフォームからのいずれかでお申し込みください。
◦専用メールフォームはホームページURLにアクセスの上、必要事項

を記載いただき、お申し込みください。メールフォームは講座ごとに
分かれております。「受付完了」の返信メールが届いた時点で「受付
完了」とさせていただきます。定員超過の場合はご連絡させていた
だきます。

お申し込み・お問い合わせ先
社会交流支援課／大学開放・地域連携推進センター
TEL：048-477-0958（直通）　　FAX：048-477-0764
【ホームページURL】
http://www.jumonji-u.ac.jp/outline/lecture/index.html

　　　　  ※右記QRコードからもお申し込みできます。

2013年度10月～12月の「公開講座」
下記のとおり公開講座を開催します。ふるってご参加ください。公開講座のお知らせは、本学ホームページにも掲載しています。

予約方法・お問い合わせ先

桐華祭講演会
「魂の音を求めて─二代目高橋竹山津軽三味線の世界─」
日時▶10月26日（土）13：30～15：00
コーディネーター▶

星野敦子
（大学開放・地域連携推進センター長・人間生活学部生活情報学科
教授）

講師▶二代目 高橋竹山氏
（津軽三味線演奏家）

定員▶200名
●埼玉まなびぃプロジェクト協賛事業
プロフィール▶

10歳より三味線に触れ、17歳の時に初代高橋竹山のレコー
ドを偶然聴き衝撃を受け、18歳で内弟子入り、6年間の内
弟子生活を経て独立。初代が亡くなるまでの25年間、初代
と舞台を共にした。1997年二代目高橋竹山襲名（渋谷ジァ
ン・ジァンで公演）、さまざまなジャンルの音楽家、舞踊、新劇
の人々と共演し三味線と唄の「彩」を追求中。

新座市内大学公開講座（全3回）
※第1回は終了しました。

第2回「虐待問題の現状と今後の課題を考える」
日時▶11月30日（土）13：30～15：30
コーディネーター▶

栗原直樹
（人間生活学部人間福祉学科教授）

シンポジスト▶
山本進氏

（公益社団 埼玉県社会福祉士会副会長）
高橋均氏

（埼玉県南児童相談所副所長）
川島志保氏

（横浜弁護士会、日弁連・高齢者障がい者の権利に関する委員会前
委員長）

定員▶200名
内容▶虐待について児童、高齢者、障害者ごとに防止法の整備が

なされていますが、依然として深刻な事例が発生しておりま
す。それぞれの法律の視点、実際の現場の状況などについ
て、第一線で取り組まれておられるスペシャリストをお招き
して、問題提起していただきます。

第3回「伊達家作法に学ぶ日本人の美意識」
日時▶12月7日（土）13：30～15：30
コーディネーター▶

星野敦子
（大学開放・地域連携推進センター長・人間生活学部生活情報学科
教授）

講師▶池田峯公氏
（伊達家伯記念會 仙台藩作法指南役）

定員▶200名
内容▶日本には礼法という美しい礼儀作法があります。礼法の基

本的な考え方は室町時代から、伝統ある日本文化の一つと
して武家社会の中で生かされてきました。仙台伊達家800
年の歴史と共に受け継がれている礼法・仙台藩作法のなか
から日々の暮らしに生かすことのできるエッセンスを作法指
南役の池田先生から伝授していただきます。講師の二代目高橋竹山氏

11月24日（日） 13：00～16：00
本学に入学を希望する方、興味をお持ちの方、ぜひご参加ください。
内容▶在学生によるキャンパスツアー、個別説明・相談、アカデミッ

ク展示、学生と話そうコーナーなどを予定しています。
〈予約不要、入退場自由〉

本学（十文字学園女子大学、十文字学園女子大学短期大学部、十文字
学園女子短期大学）卒業生の紹介による入試検定料優遇
本学卒業生のご紹介の方が受験する場合、検定料（大学35,000円、
短大30,000円）が20,000円になります。ただし、大学入試センター
試験利用入試を除きます。
※本学園を卒業された（見込みを含む）方が受験生をご紹介いただける場合は、本誌に同

封の「卒業生紹介カード」に必要事項をご記入のうえお送りください。折り返し出願書
類をお送りいたします。

本学園卒業生（卒業見込みを含む）の入学試験検定料免除　
十文字学園女子大学、十文字学園女子大学短期大学部（十文字学園女

子短期大学）、十文字高等学校卒業生（見込みを含む）の検定料は無料
です。
※本学園を卒業された（見込みを含む）方ご本人が受験を希望される場合は、本誌に同封

の「卒業生紹介カード」に必要事項をご記入のうえお送りください。折り返し出願書類
をお送りいたします。

在学生の家族の入学試験検定料優遇
本学在学生の家族（姉妹、母など）が受験する場合、検定料（大学35,000
円、短大30,000円）が20,000円になります。
ただし、大学入試センター試験利用入試を除きます。
※「在学生紹介カード」に必要事項を記入し、家族であることの証明ができるものを持参

の上、募集・入試課窓口まで在学生がお越しください。出願書類をお渡しします。

オープンキャンパス

平成26年度 入試日程

Admission  Info
最新入試情報

入試相談会

桐華祭進学相談会

入学試験検定料優遇および免除のご案内

●お問い合わせ　募集・入試課 0120-8164-10（はいろうよ！ 十文字）　E-mail：boshuu@jumonji-u.ac.jp

10月26日（土）・27日（日） 10：00～15：00
大学の雰囲気を味わえる絶好の機会です。ぜひお越しください。
会場▶募集・入試課
内容▶個別説明と相談、募集要項（入学願書）や一般入試過去問題

集などの資料配布を行います。〈予約不要〉

2月27日（木） 10：30開始
3月入試・ＡＯ入試の受験相談を受け付けます。受験を考えている方、
志望する学科の教育に興味・関心のある方のご参加をお待ちしてお
ります。※AO入試は以下の学科で実施します。
［実施学科・入試形態］
▶対話形式・有資格形式
〈人間生活学部〉

〈短 期 大 学 部〉
▶課題形式
〈人間生活学部〉

人間福祉学科
生活情報学科
メディアコミュニケーション学科
表現文化学科

人間発達心理学科

※編入学について個別に相談を行います。相談の日程については、募集・入試課までご相談ください。学科の授業内容、単位認定、資格取得、ゼミ等について
説明します。編入学を希望する方は、できる限り相談を受けてください。 お問い合わせ：募集・入試課　 0120-8164-10

推薦入試

編入学試験
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